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3 月 25 日 富 山市芸術 文化ホ ー ル に お い て
平成9年度富山大学学位記授与式を盛大に挙行
= 1 , 755人 が社 会 に巣立 つ ＝
平 成9 年度富 山 大学学位記授与式が， 平 成 10年 3 月 25 日 （ 水 ） 午前 11時30分か ら 富 山 市芸術文化ホー ル で 挙行 さ れま
し た。 式 に 先立 ち 本学 フ ィルハーモニ ー 管弦楽団 に よ る オ ー ケス ト ラ 演奏があ り ま し た。
授与 式 で は ， ま ず 時 津学 長 か ら 各学 部及 び大学院研究科 の代表者 （ 学 部卒業 生 1 , 479 人 ， 大 学 院 修了生 2 76 人 ， 合 計
1,755人 ） に そ れぞ れ学 位記が授与 さ れ ， 続 い て 学 長 か ら 告辞があ り ． 学位記授与 式 を 終 了 し ま し た。
企 授与式場の卒業生
学位記授与式学長告辞（全文）
学長 時 浮 貢
本学所定 の謀程 を 終え． 只今 め で た く 学士 ， 修 士 ， そ
し て 博 士 の 学 位 を 授 与 さ れ た ， 留学 生50名 を含め た総 数
1,755名の諸君， 卒業 お め で と う ござ い ま す 。 吹職 員 一
同心か ら お慶 び 申 し あ げます。 また ， こ の 日 を 心待 ち に
し て お ら れま し たご家 族 の 方 々 の お慶 び は ， さ ぞ か し と
企 式終了後後輩たちの祝福を受ける
推 察 い た し ます。
さ て ， 顧みます と 諸君が入学 し て以来 ， 世界及 び 日 本
の 社会情勢は著 し く 変化 い た し ま し た 。 連 日 の 新聞紙上
の 見 出 し を 4 年前 の そ れ と 比 べ て ， い か に 日 本 の 社 会 が
変 わ り ， 問 題 や視点 が異 な る か驚異 に値 し ます。 二十一
世紀 を 間 近 に し た 日 本経 済 は 欧米諸 国へ追 い つ き ， 追
い 越 せ の段階 か ら ， バブル経済 の崩壊や急激な円高 な ど
の 後遺症で依然 と し て停滞感 か ら 抜け き れ な い状況です。
また， 急速 に 進 む 人口の高 齢化や規制緩和 の遅 れ な ど の
構造問 題 は 経 済 の 動 脈硬化 を も た ら し ， 基幹産業 は 国 際
競争の激化 に息切れ状態 に あ る と 思 わ れます。
こ こ で ， 日 本経済 を活力 あ る 姿 に 変 身で き る の は ， ①移
動体通信 や デ ー タ 通 信 な どの 「高 度情報化j ②在宅 医療 ・
福祉な ど の 「高 齢化 ・ 医療整備」 ①リサ イ ク ル や 低公害
車 両 な ど の 「環境」 問 題 の 克服 で あ り ます。 ま た ， こ れ
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学
ら の産 業 の 発展 に 欠かせ な い もの と し て ， 新技術 の 開発
や 新産業 の創出 ， 人口の 高齢化 及 び環 境 問 題 の 解 決 な ど
が背景 に あ り ま す 。 そ し て以上 の よ う な 日 本経 済 の 改 革
カ ル テ を 遂行す る た め に は ， 経 済 の 持 続 的 成 長 ， エネル
ギ ー 消費効率の 向 上 ， 地 球 環 境 の 保全 ， 高齢化や 国 際 化
に ふ さ わ し い 社会制 度 な ど 解 決 す べ き 多 く の 課題 を 抱 え
て い ま す 。
さ て ， 大 学 は こ れ ま で， 学術 や 文化 の 向上 は 言 う ま で
もな く ， 豊 か で 活力 あ る 社会 の形 成 に 様 々 な寄与 を し て
き ま し た 。 今 後 の 流 動 的 かっ不透明 な 時代 に お い て も．
学術 や 文 化 の継承 に 努 め る と と もに ， 技術革新， 国際化 ・
情 報 化 の 進展， 産業構造 の 変化等 に 適切 に 対 処 し ， 社 会
の各方面で活躍 し 得 る 人材 の 養 成 に 努 め て い か な く て は
な り ま せ ん 。
こ こ で ， 諸君が卒業 後 ， 新世紀 を 拓 く 職場 づ く り を 進
め る 人材 イ メ ー ジ に つ い て ， 昨今の 課題が思 い浮か び ま
す 。 日 本 人 は 生 来創意 に 弱 い が， 工 夫 に は め っ ぽ う 強 い
民 族 で あ る と 言 わ れ て い ま す 。 創意 はホワ イ 「 なぜ」の
発 想 ， 工 夫 は ハ ウ 「い か に」 で す 。
二十一世紀 に 向 かつて ， 社会 は創意 に た け た 職 場 作 り を
諸君 に 期待 し て い ま す 。 日 本 人 に は 生 ま れ な が ら に し て
もつ ， 大切 な 素 質 があ り ま す 。 そ れ は ， 協 調 性 で す 。 日
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本 は ， 欧米 に 遅 れて 出 発 し ま し た が， 自 動 車 や電機製 品
な ど の 開 発 に 強 く ， つ い に 世界二位 の 経 済 大 国 と な り ま
し た 。 ど う し て で しょ う か 。 こ の よ う な製品 は ， 数万点
に もの ぼ る 部 品 が精度 良 く ， 互換性 と 調 和 を 保持 し て 組
み立 て て 一 つ の もの に 出 来 上 っ て い き ま す 。 こ こ に 日 本
人 一 人 一 人 の 知 恵 の 結 集 が あ り ， 一 人一 人 の 協調 的 な 工
夫 を 忘 れ て は い け ま せ ん 。
幸 い ， 本学 は 人 文 ・ 社会 系 と 自 然科学系 を 有 す る総 合
大学 で あ り ま す 。 本学で学 ん だ諸君は ス ポー ツ ， 文化サ ー
クル を 通 じ て ． こ の よ う な 学問分野の垣根 を 払 い 協 調 性
を 具備 さ れ た こ と と 思 い ま す 。
新世紀 を 拓 く 日 本 と し て， こ れ か ら の 科学技術や 企 業
経営， 文 化 の 向上 に お い て も大 き な 業績 を 示 し て い く に
は ， 本 日 卒業 さ れ る 諸君の よ う な 有 能 で知的 な労働力が，
豊 か な 協 調 性 ， 創造性 を 発簿 し ， 国 際 人 と し て ， 一 人 一
人 が志 を 高 く もっ て 組織 と 調和 し ， 人 に誇 れ る 技能 を 身
に つ け て い く 努力 が大切で あ り ま す 。 胸 を 張 っ て 進 ん で
行 っ て 下 さ い 。
最 後 に な り ま し た が， ど う ぞ く れぐれも健康 に 留意 さ
れ る こ と を 祈念 し て 諸君への は な む け の言葉 と い た し ま
す 。
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（法 律 ）
O恩給法等 の 一 部 を 改正す る 法律（8 ) （ 平 10 . 3 . 27  
官報号外第 60号 ）
0 国 立学 校 設 置 法 の 一 部 を 改 正す る 法律(1 5 ) （ 平 10 .
3 .  31  官報号外特第 5 号 ）
（政 令 ）
O文部省組織 令 の 一 部 を 改正す る 政令 （ 49 ) （ 平 10. 3 .  
25 官報号外第57号 ）
0 国 家公務員 共済組合 法 の 年 金 の 額 の 改 定 に 関す る 政 令
の 一 部 を 改正す る 政 令（5 2 ) （向上 ）
0 国 立学 校 設 置 法 施 行 令 の一部 を 改正す る 政 令 （ 6 9 )
（ 平 10. 3 . 2 7  官報号外第60号 ）
0恩給法等 の 一 部 を 改正す る 法律附則 第 1 4条 の 2 第 l 項
の 年 金 た る 給付等 を 定め る 政令 の 一 部 を 改 正す る 政 令
(73) （ 向上 ）
0 日 本 育 英 会 法 施 行令 の 一 部 を 改 正す る 政令（87 ) （同
上 ）
O 国 家公務 員 共 済組 合 法 施 行 令 の一部 を 改 正す る 政 令
(100)  （ 平 10. 3 . 31 官報号外特第 5 号 ）
（省 令 ）
O学校図 書 館 司 書 教 諭 講 習 規 程 の一部 を 改 正す る 省 令
（ 文部 1 ) （ 平 10. 3 .  18 官 報 第 2342号 ）
0学校教 育 法 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正す る 省 令（同 3 ) 
（ 平 10. 3 . 27 官 報 第 2349号 ）
0大学入学資格検定規程 の 一 部 を 改正す る 省 令（同 4 ) 
（ 平 10. 3 . 27 官報号外第60号 ）
0 文 部 省 定員 規 則 の 一 部 を 改 正す る 省 令 （ 同 5 ) （平10.
3 .  31 官 報 第 2351 号 ）
0 日 本 育 英 会 の 第 1 種学資 金 の返還 を 免 除 さ れ る 職 を 置
く 研 究所等 の 指 定 に 関す る 省 令 の 一 部 を 改正す る 省 令
（ 同 6 ) （ 向上 ）
0 国 立学校設置 法施行規則 の 一 部 を 改正す る 省令 （ 同 7 ) 
（ 平 10. 3 .  31 官報号外第64号 ）
0 国 立大学 の 学 科 及 び課程並 び に 講座 及 び学科 目 に 関す
る 省 令 の 一 部 を 改 正す る 省 令 （ 同 8 ) （ 向上 ）
0教育公務 員 特例 法施行令第 1 条 の 規 定 に基づ き 大学 院
に 置か れ る 研究科 の 長 を 定 め る 省令 の 一 部 を 改正す る
省 令 （ 同 9 ) （ 同 上 ）
0大学 の 設 置 等 の 認可 の 申 請 手続等 に 関す る 規則 の 一 部
を 改正す る 省 令（同 10 ) （向上 ）
0大学設置基準 の 一 部 を 改正す る 省 令 （ 同 11 ) （向上 ）
O大学 院設置基準 の 一 部 を 改正す る 省 令（同 1 3 ) （ 向上 ）
（規 則 ）
0 人事院規則 1 - 4 （ 現 行 の 法律， 命 令 及 び規則 の廃止 ）
の 一 部 を 改 正す る 人 事 院 規 則 （人 事 院 1 - 4 - 16 )
（平 10. 3 . 19 官 報 第 2343号 ）
0 人事院規則 9 - 8 （初 任 給 ， 昇格， 昇給等 の 基 準 ） の
一 部 を 改正す る 人事院規則（同 9 - 8 - 34 )  （平 1 0 .
3 .  25 官 報 第 2347号 ）
0 人事院規則 1 7 - 0 （管 理職 員 等 の 範 囲 ） の 一 部 を 改 正
す る 人 事 院規則（同 17- 0 - 49 )  （向上 ）
0公務 の 活性 化 の た め に 民 間 の 人材 を 採 用す る 場 合 の 特
例（同 1 - 24 )  （ 平 10. 3 .  26 官 報 第 2348号 ）
（告 示 ）
O科学研 究 費 補 助 金取扱規程 の 一 部 を 改正す る 件 （ 文 部
35) （平 10. 3 . 1 9  官 報 第 2343号 ）
0平 成11年 度 科学研究費補助 金 （ 国 際学術研 究 ） に よ る
研究課題 を 公募す る 件 （ 同 40 ) （ 平 10. 3 . 27  官 報
第 2349号 ）
0大学， 短期 大学， 大 学 の 学 部 ， 短期 大 学 の 学 科 ， 大 学
の 学 部 の 学 科 ， 大 学 の 通 信 教 育 の 開 設 及 び大学 院 並 び
に 大 学 院 の 研 究科 の 設置 を 認可 し た 件 （ 同 42 ) （平10.
3 .  27 官報号外第60号 ）
0大学設置基準 第 25条 第 2 項 の 規 定 に 基 づ き ， 大 学 が履
修 さ せ る こ と が で き る 授業 に つ い て 定 め る 件 （ 同 46 )
（ 平10 . 3 .  3 1  官報号外第64号 ）
0大学 の 設 置 等 の 認 可 申 請書 そ の 他 の 書 類 の 様 式 及 び提
出 部数 を 定 め る 件 の一部 を 改正す る 件 （ 同 47 ) （ 向上 ）
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富山大学学則の一部改正
富山大学学則の改正理由一一…ー一一一一
1 大 学 院理工学研究科 （博士課程 ） の 設 置 に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
2 人 文学 部 及 び工 学 部 の 入学定員 の 臨 時 増 募 を減ず る た め ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
富 山 大学学則 の 一 部 を 改 正 す る 学則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 10年 3 月 27 日
富山大 学学則の一部を改正する学則
富 山 大 学学員I] （ 昭和59年 3 月 12 日 全部改正 ） の 一 部 を
次 の よ う に 改正 す る 。
「理学研究科
第 6 条 第 2 項 中 を 「理工学研究科」 に
工学研究科」
改 め る 。
別 表 第 l を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表 第 1
二品子 部 弓国与． 科 等 入学定員 事1年編入欄 収容定員
人 文 学 科 65人 260人
国 際 文 化 学 科 50 200 
人 文 学 部
言 語 文 化 学 科 80 320 
言十 195 780 
学校教育教員 養成課 程 150 600 
教育学部 総 合 教 育 課 程 40 160 
計 190 760 
経 1斉 学 手中
昼 間 主 コ ー ス 155 620 
夜 間 主 コ ー ス 20 80 
経 升邑,.. 学 科
昼 間 主 コ ー ス 120 480 
経済学部
夜 間 主 コ ー ス 20 80 
経 営 j去 詳寸2 ．ー 科
昼間主 コ ー ス 100 400 
夜 間 主 コ ー ス 20 80 
言十 435 1,740 
数 ：国子． 科 52 208 
理 学 部
物 理 主寸んー 科 42 168 
富 山 大学長 時 津 貢
化 学 科 38 152 
生 物 学 科 38 152 
地 球 科 学 科 40 160 
理 学 部
生 物 園 環 境 科 学 科 120 30 
（ 各 学 科 共 通 ） 10 10 
計 240 10 980 
電気電子システム工学科 93 5 382 
知 能 情 報 工 学 科 86 344 
工 学 部 機械知能システム工 学科 98 5 402 
物質生命システム工 学科 155 620 
言十 432 10 1,748 
g. 計 1,492 20 6,008 
備考 経済学部の 「昼 間 主 コ ー スJ と は ， 主 と し て昼
間 に授業 を 行 う コ ー ス を ， 「夜 間 主 コ ー ス 」 と は ， 主 と
し て 夜 間 に授業 を 行 う コ ー ス を い う 。
間 異IJ
1 こ の 学則 は ， 平成10年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 富 山 大学学則 の 全部 を 改正 す る 学則 （ 昭和59年 3 月
1 2 日 制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
附則 第 3 項 を 次 の よ う に 改 め る 。
3 別 表 第 1 に 規定す る 入 学定員 に は， 当 分 の 間 ， 次 に
定 め る 定員 を 含 む もの と す る 。
学 部 学 科 定 員
数 出づtー． 科 2 
物 理 学 科 2 
理 学 部 化 店寸主d与' 科 3 
生 物 寸＝一． 科 3 
言十 10 
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電気電子システム工学科
知 能 情 報工 学科工 学 部
機械知能システム工学科
計
g- 計
3 
6 
8 
17 
27 
品ム.＜，ザー
3 別 表 第 1 に 定 め る 収容定員 は ， 平 成 10年 度 か ら 平 成
12年 度 ま で は ， 次 の と お り と す る 。
学 部 学 科 等 平成10年度 平成11年度 平副2年度
人 文 学 科 275人 270人 265人
国 際 文化 学 科 180 190 200 人文 学部 言語 文化 学 科 335 330 325 
計 790 790 790 
学校教育教員養成課程 300 450 600 
教育学部 総 合教 育 課 程 80 120 160 
計 380 570 760 
経 j斉 ザA主4ー」 科
昼 間 主 コ ー ス 620 620 620 
夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
経済学部 寺圭 営 学 科
昼 間 主 コ ー ス 480 480 480 
夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
帝王 営 法 学 科
報 第 399号
昼 間 主 コ ー ス 400 400 400 
夜間主 コ ー ス 80 80 80 
計 1,740 1,740 1,740 
数 学 科 208 208 208 
物 理 学 科 168 168 168 
化 学 科 152 152 152 
生 物 学 科 152 152 152 理 学 部
地 球 科 科学 140 150 160 
生物園環境 科学科 120 120 120 
各学科共通（第3年次編入学分） 20 20 20 
計 960 970 980 
電気電子システム工学科 189 287 385 
知能情報工 学科 172 258 344 
工 学 部 機械知能システム工学科 199 302 405 
物質生命システム工学科 314 469 624 
計 874 1,316 1 748 
正ロ〉、 計 4,744 5,386 6,028 
4 平 成 1 0年 3 月 31 日 に お け る 理学研究科 及 び工 学 研 究
科 に つ い ては ， 平 成 10年 3 月 31 日 に 当該研究 科 に 在 学
す る 者 が 当該研究科 に 在学 し な く な る 日 ま で の 間 ， 存
続す る もの と す る 。
富山大学教育学部規則の一部改正
富山大学教育学部規則の改正理由
富 山 大学 教 育 学 部 規則 の 一部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 10年 3 月 20 日
富山大学教育学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学教育学部規則 （ 昭和27年 4 月 18 日 制 定 ） の一
部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表VI専攻科 目 2 総合 教 育 課程 ①情 報 教 育 ， ②環
境教 育 及 び③生 涯 ス ポ ー ツ の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
附 奥IJ
富 山 大学長 時 津 貢
こ の 規則 は ． 平 成 10年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
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学
2 総 合 教 育 課程
① 情 報 教 育
授 業 科 目 名 単
位開設 情
報教育 コ ー ス
必 ｛｜多 選 択
課
程科
通 教 育 情 報 科 学 概 論 2 2 
自 然 環 境 教 育 論 2 2 
共 目 運 動 処 方 論 2 2 
↑育 報 処 理 I 2 2 
情 報 処 理 演 習 I 2 2 
情 報 処 理 II 2 2 
情 報 処 理 演 習 II 2 2 
ン ス ア ム 管 理 2 2 
計 算 機 概 論 2 2 
情 報 科 寸A且．ー 概 号日b間- 2 2 
ン ス ア ム 号員旦It. 計 2 2 
知 i哉 工 十= 2 2 
ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 2 2 
微 分 積 分 ナ且4 2 2 
キ泉 音2 代 数 学 2 2 
確 率 統 計 ナ且4 2 2 
情 報 数 ザ)llー． 2 2 
計 算 科 寸)ll’． 2 2 
教 育 メ デ イ ア 論 2 2 
授 業 シ ス テ ム 論 2 2 
教 育 統 計 2 2 
教 育 情 報 科 学 特 別 講 義 2 2 
教 材 デ ザ イ ン 論 2 2 
イ ン タ ー フ ェ ー ス デザイ ン 論 2 2 
f情 報 教 育 舌ロι岡 2 2 
情 報 教 育 特 別 講 義 2 2 
舌ロ心刃 、 ま日 科 寸＝ー 概 吾両ι岡 2 2 
圭口心百、 長日 科 p寸uー，・ I寅 習 2 2 
認 知 科 学 特 別 講 義 2 2 
生 体 情 報 シ スァム 論 2 2 
生体情報 シ ス テ ム 特別 講 義 2 2 
情 報 教 育 基 礎ゼ ミ ナ ー ル 4 4 
情 報 教 育 ゼ ミ ナ ー ル 4 4 
特 設 科 目
言十 70 
32 22 
54 
特 別 碕 究 必 修 6 単 位
② 環 境 教 育
授 業 科 目 名 設単位
開 環
境教育 コ ー ス
必 修 選 択
謀通 教 育 情 報 科 学 概 論 2 2 
手呈科 自 然 環 境 教 育 論 2 2 
共 目 運 動 処 方 論 2 2 
ボ ラ ン テ ィ ア 概 論 2 2 
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 2 2 
科 A寸以ー． 技 符『 史 2 2 
環 境 保 護 活 動 論 2 2 
自 然 環 境 教 育 法 2 2 
報 第 399号
自 然 環 境 野 外 実 習 2 2 
環 境 物 理 学 総 論 2 2 
環 境 物 理 寸ぷん目 I 2 2 
環 境 物 理
寸，，，ー忌 II 2 2 
環 境 物 理 学 各 論 I 2 2 
環 境 物 理 学 各 論 E 2 2 
環 境 物 理 学 各 論 E 2 2 
環 境 物 理 学 各 論 W 2 2 
環 境 物 理 学 演 習 2 2 
環 境 物 理 学 実 験 I 2 2 
環 境 物 理 学 実 験 E 2 2 
環 境 化
ナどえ． 総i き口ι問 2 2 
環 境 化 寸且4ー I 2 2 
環 境 化 ρ't- II 2 2 
環 境 化 学 各 論 I 2 2 
環 境 化 学 各 論 H 2 2 
環 境 化 学 各 論 皿 2 2 
環 境 化 学 各 論 W 2 2 
環 境 化 寸旦t ．ー j寅 習 2 2 
環 境 化 学 実 験 I 2 2 
環 境 化 学 実 験 E 2 2 
環 境 生 物 学 総 論 2 2 
環 境 生 物 巴寸ιー I 2 2 
環 境 生 物 主寸ιー II 2 2 
環 境 生 物 学 各 論 I 2 2 
環 境 生 物 学 各 論 E 2 2 
環 境 生 物 学 各 論 皿 2 2 
環 境 生 物 学 各 論 N 2 2 
環 境 生 物 学 演 習 2 2 
環 境 生 物 学 実 験 I 2 2 
環 境 生 物 学 実 験 E 2 2 
環 境 地
P寸立ー． 吾of田' 2 2 
環 境 地
》寸泣 ．ー I 2 2 
環 境 地 巴寸九ー II 2 2 
環 境 地 学 各 論 I 2 2 
環 境 地 学 各 論 H 2 2 
環 境 地 学 各 論 E 2 2 
環 境 地 学 各 論 W 2 2 
環 境 地 学 I寅 習 2 2 
環 境 地 学 実 験 I 2 2 
環 境 地 学 実 験 E 2 2 
環 境 と 法 2 2 
環 境 と 存主 済 2 2 
地 域 環 境 吾白♂聞ぅ、 I 2 2 
地 域 環 境 吾目人印 II 2 2 
地 域 環 境 号百d
聞3、 囚 2 2 
地 域 環 境 吾白β岡
、
N 2 2 
生 活 環 境 Zロ 金聞匙 I 2 2 
生 活 環 境 吾Eゐ岡- II 2 2 
環 境 情 報 デ ザ イ ン I 2 2 
環 境 情 報 デ ザ イ ン H 2 2 
1育 報 処 理 2 2 
’｜育 報 処 理 i寅 習 2 2 
教 育 統 計 2 2 
環 境 科 学 特 論 I 2 2 
環 境 科 学 特 論 E 2 2 
環 境 科 学 特 論 皿 2 2 
環 境 教 育 特 別 講 義 8 8 
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尚子
特 設 科 目
計 138 
22 I 32 
54 
必 修 6 単 位特
耳凡γ創刊
究日lj
③ 生 涯 ス ポ ー ツ
授 業 科 目 名
設
単
位開 生涯ス ポー ツ コ ー ス
必修 選 択
課通 教 育 情 報 科 学 概 論 2 2 
程科 自 然 環 境 教 育 論 2 2 
共目 運 動 処 方 論 2 2 
生 涯 ス ポ ー ツ 論 2 2 
ノ刀Lミ 日目 奇百企聞』 2 2 
ス ポ ー ツ 比 較 文 化 論 2 2 
ス ポ ー ツ 経 営 論 2 2 
ス ポ ー ツ マ ー ケテ イング論 2 2 
ネ土 � 、 体 育 概 号ロ冊ι 2 2 
ス ポ ー ツ ジャ ー ナ リ ズ ム E命 2 2 
ス ポ ー ツ 生 理 学 2 2 
解 剖 戸寸aー． 2 2 
ノて イ オ メ カ ニ ク ス 2 2 
ス ポ ー ツ 心 理 学 2 2 
ス ポ ー ツ と 栄 養 2 2 
ス ポ ー ツ 指 導 論 2 2 
体 力 診断 の 理 論 2 2 
体 力 ト レ ー ニ ン グ論 2 2 
報 第 399号
野 外 活 動 圭ロι阿 2 2 
ス ポ 一 ツ 医 ：〉守とZ．ー 2 2 
救 急 法 2 2 
ス ポ ー ツ 関 係 法 規 論 2 2 
ス ポ ー ツ カ ウンセ リングZ命 2 2 
生 涯 ス ポー ツ 特 別 講 義 10 10 
運 動 処 方 i寅 習 4 2 2 
体 力 ト レ ー ニン グ演 習 4 2 2 
ス ト レ ッ チ ン グi寅 習 4 2 2 
テ ー ピ ン グ i寅 習 4 2 
6 
2 
野 外 活 動 i寅 習 4 2 2 
スポー ツマーケテ イング演習 4 2 2 
バ イオ メ カ ニ ク ス i寅 習 4 2 2 
フ ィ ールドワ ー ク i寅 習 4 2 2 
ス キ 一 3 1 1 
ア ス 3 1 1 一
ゴ jレ フ 3 1 1 
コ：ー ア ロ ピ ク ス 3 1 1 
4 
水 泳 3 1 1 1 
野 外 活 動 3 1 1 
施 号員又IL 実 習 10 5 5 
特 設 科 自
25 10  
計 1 16 1 9  
5 4  
特 別 研 究 必 修 6 単 位
富山大学大学院学則の一部改正
ー 富山大学大学院学則の改正理由ー
大 学 院 理工 学 研究科 （博士課程 ） の 設 置 に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
富 山 大学大学 院学則 の 一 部 を 改正 す る 学則 を 次の と お り 制 定す る 。
平 成 10年 3 月 27 日
富山大学大学院学則の一部を改正する学則
富 山 大学大学 院学則 （ 昭和53年 4 月 1 日 制 定 ） の一部
を 次 の よ う に 改正 す る 。
「 理学 研究科
第 3 条 中 を「理工学 研究科J に 改 め る 。
工 学 研究科 」
第 4 条 第 l 項 中 「， 経済学 研究科 及 び 理学 研究 科 」 を
「及 び経済学 研究科 」に 改 め， 同 条 第 2 項 及 び 第 3 項 中
富 山 大学長 時 浮 貢
「工学 研究科 Jを 「 理工学 研究 科」に 改 め る 。
第 6 条 中
「理学 研究科
数学専 攻， 物 理学専攻， 化学専 攻 ， 生 物学 専 攻 ，
地 球科学専 攻 ， 生物 園 環境科学専攻
工学 研究科
博士前期課程
電子情報工学専 攻， 機械 シ ス テ ム 工学 専 攻 ， 物
質工学専 攻 ， 化学生物工学専攻
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博 士 後 期 課程
学
シ ス テ ム 生 産工 学 専 攻 ， 物 質 生 産工学専攻 」 を
「理工学研究科
博 士 前 期 課 程
数学専 攻 ， 物 理 学 専 攻 ， 化学専攻， 生物学専攻，
地球科学専攻， 生 物 圏 環境科学専攻， 電 子 情 報
工学専 攻 ， 機 械 シ ス テ ム 工学専攻 ． 物 質 工 学 専
攻 ， 化学生物 工学専攻
博 士 後 期 課程
シ ス テ ム 科学 専 攻 ， 物 質科学専攻， エ ネ ル ギ ー
科学専攻， 生 命環境科学専 攻 J
に 改 め る 。
第 48条 を 次の よ う に 改 め る 。
（ 研 究 科 長）
第 48条 研 究科 に 研究 科 長 を 置 く。
2 研 究 科 長 （ 理工学研究科の研究科 長 を 除 く。 ）は ，
基礎 と な る 学部 の 長 を も って充 てる 。
3 理 工 学研 究 科 の 研 究 科 長 は ， 理学部長又 は 工 学 部 長
を も って充 てる 。
別 表第 1 を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表第 2 を 次 の よ う に 改 め る 。
附 則
1 こ の 学則 は ， 平 成 10年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 別 表第 1 に 定め る 収容定員 は ， 平 成 10年 度 及 び 平 成
1 1年 度 は ， 次 の と おりと す る 。
研究科名
人文科学
研 究科
教育 学
研 究科
経 済学
研 究科
理工学
研 究科
課 程 名 専 攻 等 名
修士課程 文化構造研究専攻地域文化研究専攻
計
修士課程 学 校 教育 専 攻教科教 育 専 攻
言十
修士課程 地域・ 経済政策専攻企業 経営専 攻
計
数 寸A見ー 専 攻
物 理 学 専 攻
化 学 専 攻
生 物 学 専 攻
地球科 学 専 攻
博士前期課程 生物園環境科学専攻
電子情報工学専攻
機械シス テム工学専攻
物質工学 専 攻
化学生物工学専攻
計
システム科学専攻
物質科 学 専 攻
博士後期課程 エネルギー科学専攻
生命環境科学専攻
計
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平成10年度 平成II年度
10人 10人
10 10 
20 20 
12 12 
52 52 
64 64 
8 8 
8 8 
16 16 
12 24 
12 24 
10 20 
10 20 
10 20 
10 20 
45 90 
30 60 
27 54 
24 48 
190 380 
7 14 
7 14 
5 10 
5 10 
24 48 
幸日 第 399号
計 円14寸 428
合 I 314 I 52s 
3 平 成 10年 3 月 31 日 に お け る 理学研究科 及 び工 学 研 究
科 に つ い ては ， 平 成 10年 3 月 31 日 に 当 該研究 科 に 在 学
す る 者が当 該研究科 に 在学 し な くな る 日 ま で の 間， 存
続す る もの と す 。
別 表第 1
研究科名
人文科学
研 究科
教育 学
研 究科
経 済学
研 究科
理工学
研 究科
g 、
課 程 名 専 攻 等 名
修士課程 文化構造研究専攻地域文化研究専攻
言十
修士課程 学 校 教育専 攻教科教育 専 攻
計
修士課程 地域・ 経済政策専攻企業 経営専 攻
計
数 学 専 攻
物 理 学 専 攻
化 学 専 攻
生 物 学 専 攻
地球科 学 専 攻
博士前期課程 生物園環境科学専攻
電子情報工学専攻
機械システム工学専攻
物質工学 専 攻
化学生物工学専攻
計
システム科学専攻
物質科 学 専 攻
博士後期課程 エネルギー科学専攻
生命環境科学専攻
言十
計
言十
入学定員収容定員
5人 10人
5 10 
10 20 
6 12 
26 52 
32 64 
4 8 
4 8 
8 16 
12 24 
12 24 
10 20 
10 20 
10 20 
10 20 
45 90 
30 60 
27 54 
24 48 
190 380 
7 21 
7 21 
5 15 
5 15 
24 72 
214 452 
264 552 
注 ：教育学研究科 の 入学 定 員 内 に は 外 国 人 留学生 と し て，
学 校教育専 攻 に 1 人 ， 教科 教育専 攻 に 2 人 を 含む もの
と す る 。
別 表第 2
研究科名 専 攻 等 名 免許状の種類 免許教科
人文科学 文化構造研究専攻 中学校教諭専修免許状 社会
研 究科 高等学校教諭専修免許状 地理歴史
高等学校教諭専修免許状 公民
地域文化研究専攻 中学校教諭専修免許状 社会
社会歴史コース 高等 学校教諭専修免許状 地理歴史
国言苦 コ ー ス 中学校教諭専修免許状 国語
高等学校教諭専修免許状 国語
中 国E苦コース 中学校教諭専修免許状 中国語
高等学校教諭専修免許状 中国語
英 語 コ ー ス 中学校教諭専修免許状 英語
高等学校教諭専修免許状 英語
ドイツ語コース 中学校教諭専修免許状 ドイツ語
平 成 10年 4 月 発行
高等学校教 諭専修免許状
教 育 学 学 校 教 育 専 攻 小学校教 諭専 修免許状
研 究 科 学 校 教 育 専 修 中 学校 教 諭専修免許状
中 学校 教 諭専 修免許状
中 学校教 諭専 修免許状
中 学校 教 諭専 修免許状
中 学 校 教 諭専修免許状
中 学 校 教 諭専修免許状
中 学校 教 諭専 修免許状
中 学校 教 諭専 修免許状
中 学 校 教 諭専修免許状
中 学 校 教 諭専 修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
養護学校教 諭専修免許状
幼稚園 教 諭専修免許状
教 科 教 育 専 攻 小学校教 諭専修 免許状
国 語 教 育 専 修 中 学校教 諭専 修免許状
高等学校教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
幼稚園 教 諭専 修免許状
数 学 教 育 専 修 小学校教 諭専修免許状
中 学校 教 諭専修免許状
高等学校教 諭専修免許状
幼稚園 教 諭専修 免許状
理 科 教 育 専 修 小学校教 諭専修 免許状
中学校教 諭専 修免許状
高等学校教 諭専修免許状
品ム寸ー
ド イ ツ 語
国語
社会
数学
理科
音楽
美術
保健体育
技術
家庭
英語
国語
地理歴史
公民
数学
理科
音楽
美術
書道
保健体育
家庭
英語
国語
国語
書道
数学
数学
理科
理科
報
経 済 学
研 究 科
理 工 学
研 究 科
音 楽 教 育 専 修
美 術 教 育 専 修
保 健 体 育 専 修
技 術 教 育 専 修
家 政 教 育 専 修
地域 ・ 経済 政 策専攻
企 業 経 営 専 攻
数 学 専 攻
物 理 学 専 攻
化 学 専 攻
生 物 学 専 攻
地 球 科 学 専 攻
生物圏環境科学専汝
電子情報 工 学 専 攻
機械システム工学専攻
物 質 工 学 専 攻
化学生物 工 学 専 攻
富山大学学位規則の一部改正
富 山 大学学位規則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 10年 3 月 27 日
第 399号
小学校教 諭専 修免許状
中学校教 諭専 修免許状 音楽
高等学校教 諭専修免許状 音楽
幼稚園 教 諭専 修免許状
小学校教 諭専 修免許状
中 学校教 諭専 修免許状 美術
高等学校教 諭専修免許状 美術
幼稚園 教 諭専修免許状
小学校教 諭専 修免許状
中 学校 教 諭専 修免許状 保健体育
高等学校教 諭専修免許状 保健体育
幼稚園 教 諭専 修免許状
中学校教 諭専修免許状 技術
小学校教 諭専修免許状
中 学校教 諭専 修免許状 家庭
高等学校教 諭専修免許状 家庭
中学校教 諭専 修免許状 社会
高等学校教 諭専修免許状 地理歴史
高等学校教 諭専修免許状 公民
高等学校教 諭専修免許状 商業
中学校教 諭専修免許状 数学
高等学校教 諭専修免許状 数学
中 学校教 諭専 修免許状 理科
高等学校教 諭専修免許状 理科
中学校教 諭専 修免許状 理科
高等学校教 諭専修免許状 理科
中学校教 諭専 修免許状 理科
高等学校教 諭専修免許状 理科
中学校教 諭専 修免許状 理科
高等学校教 諭専修免許状 理科
中 学 校 教 諭専 修免許状 理科
高等学校教 諭専修免許状 理科
高等学校教 諭専修免許状 工業
高等学校教 諭専修免許状 工業
高等学校教 諭専修免許状 工業
高等学校教 諭専修免許状 工業
富 山 大学長 時 浮 貢
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富山大学学位規則の一部を改正する規則
富山大学学位 規則（昭和40年1月22日制定）の 一部を
次の ように 改正する。
第 3条の2 中
数 学 専 攻
物 理 学 専 攻
理 学 研 究 科
化 学 専 攻 理 学生 物 学 専 攻
地 球 科 学 専 攻
生 物 圏 環 境 科 学 専 攻
電 子 情 報 工 学 専 攻
機械 シ ス テ ム 工学専攻
工 学
工 学 研 究 科
物 質 工 学 専 攻
化 学 生 物 工 学 専 攻
シ ス テ ム 生産工学専攻 工 学
物 質 生 産 工 学 専 攻
を
報 第 399号
数 学 専 攻
物 理 学 専 攻
｛ヒ 学 専 攻 理 学生 物 学 専 攻
地 球 科 学 専 攻
生 物 園 環 境 科 学 専 攻ー－－－－－－－ーーーー－－－ーーーーーーー，－－－”・.’ーーー・ー・・ー ・ . . .・・ーーーーー， E
理 工 学 研 究 科
電 子 情 報 工 学 専 攻
機械 シ ス テ ム 工学専攻
物 質 工 学 専 攻
工 学
化 学 生 物 工 学 専 攻
シ ス テ ム 科 学 専 攻
物 質 科 学 専 攻 理 学
又 はエ ネ ル ギ ー 科 学 専 攻 工 学
生 命 環 境 科 学 専 攻
に 改める。
附 則
1 この 規則は， 平成10年4月l日から施行する。
2 平成 9 年度以前の入学者については， なお従前の例
による。
富山大学大学院経済学研究科規則の一部改正
富山大学大学院経済学研究科規則の改正理由一
授業科目を 見直し，教育・ 研究内容 の 充実 を 図るため，所要事項を 改める。
富山大学大学院経済 学研究科 規則の 一部を 改正する 規則を次のとおり制定する 。
平成10年3月20日
富山大学大学院経済学研究科規則の一部を改正する
規則
富山大学大学院経済 学研究科 規則lj（平成 3年3月30 日
制定）の 一部を 次 の ように 改正する。
別表地域・経済政策 専攻理論経済 学の項中
「
O数理経済学演習I8 
「O数理経済学演習Is J を 経済理論特殊研究I 2に 改め，
経 済理論 演 習I8 J 
同専攻比較経済 論 の項中
富山大学長 時 津 貢
「 西欧経済史特殊研究 「 西洋経済史特殊研究
0西 欧 経 済 史演 習」を O西 洋 経 済 史演 習」に 改め，
企業経営 専攻経営 学の項中
「
o財務会計論演習I8 
「O財務会計論演習Is J を 鮒1wa-J1-HU J 2に 改め，
0鋭利7' 7トジ十悶I 8 
同専攻応用経営 の項中
「O国際経営論演習I8 
流通論特殊研究I 2 
「O国際経営論演習Is」 を O流通論 演 習I sに 改め，. 
多国籍企業論特殊研究 ｜ 2 
0多国籍企業論演習I8」
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学
に 改める。同専攻民事法の項中
「o金融取引法演習I8 
「O金融取引法演習I s」 を 民軒縦特殊研究 I 2に 改め，
0民事手続法演習I8」
同専攻企業関係法の項中
「
o労働法 演 習I8 
「O労働法 演 習Is」 を 金融法特殊研究 I 2 
0金 融 法 演 習I8 J 
報 第 399号
附 則
1 この規則は， 平成10年4月1日から施行する。
2 平成 9 年度以前の入学者については． なお従前の例
による。
富山大学大学院理工学研究科規則の制定
守 富山大学大学院理工学研究科規則の制定理由
大学院理工学研究科（博士課程）の設置に伴い． 所要事項を定める。
富山大学大学院理工学研究科規則を次のとおり制定する。
平成10年3月27日
富山大学大学院理工学研究科規則
（趣 旨）
第 1条 この規則は， 富山大学大学院学則 第5 0条の規定
に基づき， 富山大学大学院理工学研究科（以下 「研究
科 」という。 ）について必要 な事項を定める。
（授業科目及び単位数）
第 2条 研究科における各専攻の授業科目及び単位数は，
別表第 1 （博士前期課程）及び 別表第 2 （博士後期課
程）のとおりとする。
2 授業科目のl単位当たりの授業時 間は， 次の基準に
よる。
(1) 講義は， 1 5 時 間の授業をもって1 単位とする。
(2) 演習は， 15 時 間又は30 時 間の授業をもって1 単位
とする。
(3) 実験は， 30 時 間又は45 時 間の授業をもって 1 単位
とする。
（指導教官）
第 3条 学位論文の作成等に対する指導（以下 「研究指
導 」という。 ）を行うため， 学生ごとに次の指導教官
を定める。
(1）博士前期課程の指導教官は， 博士前期課程におけ
富山大学長 時 津 貢
る研究指導を担当する資格を有する教員1人とする。
(2）博士後期課程の指導教官は， 博士後期課程におけ
る研究指導を担当する資格を有する教員のうちから，
主指導教官1人及び副指導教官2人以上とする。 こ
の場合において， 副指導教官のうち1人は， 学生の
所属する専攻以外の教員とする。
2 前 項の指導教官は， 研究科委員会が定める。
（博士前期課程の履修方法）
第 4条 博士前期課程の学生は， 当該専攻の授業科目に
ついて必修科目及び選択科目を合わせて30単位以上を
修得し， かつ， 研究指導を受け なければ なら ない。
2 指導教官が必要と認めたときは， 他の専攻， 他の研
究科， 理学部又は工学部の授業科目を履修することが
できる。
3 前 項の規定により学生が修得した単位は， 4単位ま
でを第 1 項に規定する選択科目の単位とすることがで
きる。
（博士後期課程の履修方法）
第 5 条 博士後期課程の学生は， 当該専攻及び他の専攻
の授業科目を合わせて6単位以上修得するとともに，
特 別研究， 特 別実習及び特 別演習を履修し， か つ， 研
究指導を受け なければ なら ない。
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2 入学資格が， 修士の学位を有する者と同等以上の学
力があると認められて博士後期課程に入学した者につ
いては， 前 項に 規定するもののほか， 所要の授業科目
の単位の修得を課すことがある。
（履修届）
第6条 学生は， 指導教官の指導を受け， 履修しようと
する授業科目を定め， 指定の期日ま でに研究科長に届
け出 なければ なら ない。
（単位の認定）
第7条 履修した授業科目の単位修得の認定は， 筆記試
験若しくは口頭試験又は研究報告等に より担当教官が
行う。
2 前 項の認定を行う 時期は， 学期末とする。 ただし，
特 別の事情があるときはその時期を変える ことができ
る。
（成績評価）
第8条 試験等に合格した授業科目の成績評価は， 優，
良及び 可で表示する。
（学位論文の提出）
第 9 条 学生は， 指導教官の承認を得て， 学位論文を指
定した期日ま でに研究科長に提出しなければ なら ない。
2 学位論文は， 課程修了に必要 な単位を修得又は修得
見込みで， かつ， 必要 な研究指導を受けた者で なけれ
ば提出することができ ない。
別表第 1 （博士前期課程）
専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
代 数 学 特 号員也同 I 2 0印は
代 数 学 特 論 II 2 必修科 目
幾 何 学 特 論 I 2 
幾 何 Aザ，，＿ 特 論 II 2 
1P’ 様 体 特 5命 I 2 
多 様 f本 特 論 II 2 
関 数 解 析 学 特 論 I 2 
関 数 解 析 学 特 論 H 2 
数学専攻
複 素 解 析 学 特 論 I 2 
複 素 解 析 学 特 論 E 2 
実 解 析 学 特 論 I 2 
実 解 析 学 特 論 II 2 
確 率 過 程 特 論 I 2 
確 率 過 程 特 論 II 2 
確 率 現 象 特 論 I 2 
確 率 現 象 特 論 II 2 
幸日 第3 99号
（学位論文の審査）
第10条 学位論文の審査については， 富山大学学位 規則
（昭和40年1月22日制定）の定めると ころによる。
（研究科長及び副研究科長）
第11条 研究科に， 研究科長及び副研究科長を置く。
2 研究科長の選考等については， 別に定める。
3 副研究科長は， 研究科の基礎と なる学部の長で， 研
究科長の所属する学部以外の学部の長をもって 充てる。
（専攻主任， 専攻長及び 講座主任）
第12条 博士前期課程の各専攻に専攻 主任を， 博士後期
課程の各専攻に専攻長， 各専攻の各講座に講座主任を
置き， 教授のうちから選考する。
2 専攻 主任及び 専攻長は． 当該専攻の教育及び 研究に
関し総括するほか， 他専攻との連絡調整に当たる。
3 講座主任は． 当該講座の教育及び 研究に関し総括す
るほか， 他講座との連絡調整に当たる。
4 専攻主任， 専攻長及び 講座主任の任期は1 年とし，
再任を妨げ ない。
（雑 則）
第13 条 この 規則に定めるもののほか， 研究科に関し必
要 な事項は， 研究科委員会が別に定める。
附 買lj
この 規則は， 平成10年4月1日から施行する。
関 数 方 程 式 特 論 I 2 
関 数 方 程 式 特 論 E 2 
応 用 数 理 特 論 I 2 
応 用 数 理 特 論 II 2 
数 理 現 象 特 論 I 2 
数 理 現 象 特 論 II 2 
情 報 数 理 学 特 論 I 2 
情 報 数 理 学 特 論 H 2 
情 報 シ ス テ ム 特 論 I 2 
情 報 シ ス テ ム 特 論 E 2 
0数 寸，，＿，＿んー 特 論 2 
数 理 科 学 特 論 I 
数 理 科 学 特 論 II 
0ゼ 、、、 ナ Jレ 4 
O数 寸会以 ．ー 特 日リ 研 qプbL 16  
凝 縮 系 物 理 学 I 
凝 縮 系 物 理 学 II 2 
必｛｜事科 目
磁 性 物 理 学 2 
-14-
平 成 10年 4 月 発 行
低 温 物 理 学
素 粒 子 物 理 学 I 
素 粒 子 物 理 学 II 
場 の 量 子 善白之岡、 I 
場 の 量 子 吾員ι同 II 
回 折 物 理 学
車土口 白目日 物 理 学 I 
結 品 物 理 Aザuー－ II 
竜 波 物 理 寸，ー＝． 
電 波 分
物理学専攻
光 学 I 
電 i皮 分 光 寸ぷん- II 
量 子 エ レ ク ト ロ ニ ク ス I
量 子 エ レ ク ト ロ ニ ク ス E
レ ー ザ 一 分 光 学
0現 代 物 理 学 特 論
物 理 学 特 別 講 義 I
物 理 学 特 別 講 義 E
0物 理 学 特 別 実 験
Oゼ 、 ナ Jレ
0物 理 学 特 別 研 究
化 学 反 応 論
月虫 媒 化 学
表 面 化 寸且4ー』
物 質 イヒ 学
構 造 化 学
量 子 イヒ 寸＝ー． 
固 体 化 学
有 機 反 応 論
有 機 構 造 論
有 機 合 成 化 学
天 扶 物 イヒ ：同子． 
化学専攻 ネ夏 素 環 イヒ 学
核 化 学
固 体 物 理 化 ：国子． 
機 能 f生 材 料 学
同 位 体 化 学
0最 先 端 化 学 特 論
反 応 物 性 特 別 講 義
合 成 有 機 特 別 講 義
水 素 エ ネ ル ギ ー 特 別 講 義
O化 持寸ιー 特 glj 実 験
Oゼ 、、、 ナ jレ
0化 寸，，，，い． 特 glj 研 究
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
1 
1 
2 
4 
1 4  
2 
2 
2 
2 
4 
2 
2 
2 
4 
2 
4 
4 
2 
2 
2 
2 
2 
1 
1 
1 
2 
4 
14 
..，..，」ザー
0印は
必修科 目
報
生物学専攻
地球帯字 専 攻
第399号
植 物 系 統 分 類 学 特 論 2 0 印 は
動 物 系 統 分 類 学 特 論 2 必修科 目
細 胞 生 物 学 特 論 2 
細 胞 分 化 学 特 論 2 
遺 ｛云 でA主子ん一 特 論 2 
形 態 形 成 学 特 論 2 
動 物 生 理 学 特 論 2 
比 較 内 分 泌 学 特 論 2 
内 分 泌 細 胞 学 特 論 2 
生 体 制 御 学 特 論 2 
生 体 機 能 調 節 学 特 論 2 
O生 物 科 学 特 員食 2 
生 物 学 特 別 講 義 I 1 
生 物 学 特 別 講 義 E 1 
0生 物 学 特 別 実 験 2 
0ゼ 、、 ナ 一 jレ 4 
0生 物 学 特 別 研 究 14 
地 球 磁 気 寸詳んー 2 oi=n は
国 体 地 球 物 理 学 2 必修科 目
地 球 構 造 学 特 論 2 
地 震 学 特 苦ロム岡 2 
地 球 物 性 主日ι開 2 
物 理 探 査 主寸Aー 2 
地 球 周 辺 物 理 学 2 
地 球 圏 物 理 学 特 論 2 
雪 氷 学 特 壬白ι岡 4 
積 雪 物 理 子晶 4 
雪 氷 環 境 主白ゐ岡、 4 
層 序 学 2 
火 山 地 質 学 2 
第 四 紀 学 特 論 2 
王U玉』 石 学 特 主白色岡 I 2 
岩 石 学 特 論 II 2 
宅ιム玉' 石 荊ρι之 苛3 苔Eι田 2 
構 造 地 質 戸寸uー． 2 
地 球 変 動 論 2 
鉱 床 Aザuムら 特 号白ふ岡 2 
地 球 進 化 ｝寸単4． 2 
地 質 寸ぷιー 特 論 2 
地 質 学 巡 検 I 3 
地 質 学 巡 検 II 
0地 球 科 学 特 ヨE企岡' 2 
地 球 科 学 特 別 講 義 I 2 
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地 球 科 学 特 別 講 義 E 2 
0地 球 科 学 特 別 実 験 2 
Oゼ 、 ナ 一 1レ 4 
0地 球 科 学 特 別 研 究 14 
0環 境 化 学 特 論 2 0印は
環 境 化 学 計 測 論 2 
必修科 目
環 境 微 量 成 分 分 析 特 論 2 
環 境 無 機 反 応 論 2 
環 境 水 質 特 呈日間念 2 
地 球 化 学 特 善百也四 2 
水 圏 化 学 特 論 2 
環 境 問 位 体 特 論 2 
環 境 物 質 循 環 特 論 2 
0環 1克 生 物 特 論 2 
生物園環境 生 体 物 質 循 環 特 論 2 科 学 専 攻
生 f本 応、 答 特 号自問也 2 
環 境 動 物 生 理 学 特 論 2 
生 物 物 理 学 特 論 2 
植 物 生 態 学 特 論 2 
植 生 立 地 学 特 論 2 
光 生 物 学 特 号ロ岡0. 2 
環 境 植 物 生 理 学 特 論 2 
生 物 圏 環 境 科 学 特 別 講 義 I 1 
生 物 園 環 境 科 学 特 別 講 義 E 1 
0生 物 圏 環 境 科 学 特 別 実 験 2 
Oゼ 、、 ナ Jレ 4 
0生 物 園 環 境 科 学 特 別 研 究 14 
電 気 機 器 工 学 特 論 第 l 2 0印は
電 気 機 器 工 学 特 論 第 2 2 
必修科 目
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 
電 力 工 学 特 論 第 1 2 
電 力 工 学 特 論 第 2 2 
大 電 流 工 学 特 論 2 
市リ f卸 工 A寸uー． 特 論 2 
電子情 報 生 体 工 学 特 書白記岡、 2 
工学専攻 言十 I則 工 Aナ以． 特 －白4岡 2 
量 子 電 子 工 学 特 論 2 
電 子 物 性 工 学 特 論 2 
固 体 電 子 装 置 特 論 2 
画 像 電 子 装 置 特 論 2 
基 礎 物 性 工 学 特 論 第 l 2 
基 礎 物 性 工 学 特 論 第 2 2 
計 算 機 基 礎 論 特 論 2 
報
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 特 論
電 磁 波 工 学 特 論
知 能 化 情 報 回 路 工 学 特 論
プ ラ ズ マ 物 理 学 特 論
プラ ズマシ ミ ュ レ ー シ ョ ン 特論
電 気 磁 気 学 特 論
論 理 回 路 特 論
情 報 処 理 特 論 第 l
情 報 処 理 特 論 第 2
情 報 処 理 特 論 第 3
情 報 シ ス テ ム 特 論 第 l
情 報 シ ス テ ム 特 論 第 2
数 値 解 析 特 論 第 1
数 値 解 析 特 論 第 2
情 報 通 信 工 学 特 論 第 1
情 報 通 信 工 学 特 論 第 2
知 識 情 報 工 学 特 論 第 l
知 識 情 報 工 学 特 論 第 2
電 子 情 報 工 学 特 別 講 義
O電 子 情 報 工 学 特 別 演 習
O電 子 情 報 工 学 特 別 研 究
弾 性 力 学 特 論
塑 性 力 学 特 論
強 度 設 計 工 学 特 論
要 素 設 計 工 学 特 論
流 体 力 学 特 論
熱 流 体 工 学 特 論
数 値 熱 流 体 工 学 特 論
工 業 熱 力 学 特 論
日固
ま
科
nurb
ゐ 多
， BF 」 F
L A n －
O必
下
2222222222
222
22222以2m
一。，“2222222
anせ
伝 熱 工 学 特 論 I 2 
切 削 加 工 学 特 論 I 2 
槻システム ｜ 微 細 加 工 学 特 論 I 2 
工 学 専 攻 ｜ 塑 性 加 工 学 特 論 I 2 
機 械 材 料 学 特 論 I 2 
機 械 シ ス テ ム 動 力 学 特 論 I 2 
機 械 シ ス テ ム 構 成 学 特 論 I 2 
計 算 力 学 特 論 I 2 
制 御 工 学 特 論 I 2 
市lj 御 機 器 特 論 I 2 
計 測 シ ス テ ム 特 論 I 2 
精 密 測 定 シ ス テ ム 特 論 I 2 
機 械 情 報 シ ス テ ム 特 論 I 2 
機 械 シ ス テ ム 工 学 特 別 講 義 1 4 以下
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0 機 械 シ ス テ ム 工 学 特 別 演 習
O機 械 シ ス テ ム 工 学 特 別 研 究
材 料 化 学 特 論 第 1
材 料 化 学 特 論 第 2
有 機 合 成 化 学 特 論 I 2 
有 機 反 応 化 学 特 論 I 2 
工 業 電 気 化 学 特 論
I 
2 
無 機 工 業 化 学 特 論
I 
2 
無 機 材 料 工 学 特 論 第 I
I 
2 
無 機 材 料 工 学 特 論 第 2
I 
2 
粉 体 工 学 特 論 I 2 
粉 体 プ ロ セ ス 工 学 特 論 I 2 
物質工学
専 攻 材 料 設 計 工 学 特 論 第 l
材 料 設 計 工 学 特 論 第 2
移 動 現 象 特 論
材料製造シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 特論
金 属 材 料 強 度 学 特 論
材 料 組 織 制 御 学 特 論
磁 性 材 料 学 特 論
極 低 温 材 料 物 性 学 特 論
物 質 工 学 特 別 講 義
O物 質 工 学 特 別 演 習
O物 質 工 学 特 別 研 究
有 機 反 応 速 度 論
有 機 化 学 特 論
資 源、 エ ネ ル ギ ー 特 論
機 能 材 料 化 学 特 論
機 能 分 子 化 学 特 論
有 機 光 化 学 特 論
バ イ オ リ ア ク タ ー 特 論
反 応 工 学 特 論
成 分 分 離 工 学 特 論
I 
2 
化学生物 ｜ 分 離 操 作 設 計 特 論 I 2 
工学専攻 ｜ 移 動 速 度 論 特 論 I 2 
分 析 化 学 特 論 I 2 
生 体 機 能 化 学 特 論 I 2 
生 物 界 面 化 学 特 論 I 2 
生 物 電 気 化 学 特 論 I 2 
細 胞 分 子 工 学 特 論
I 
2 
バ イ オ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特論 I 2 
医
院目
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
4以下
2 
10 
2 1 0印 は
2 I 必修科
目
2 
2 
2 
2 
2 
2 
細 胞 機 能 工 学 特 論 I 2 
分 子 生 物 学 特 論 I 2 
化 学 生 物 工 学 特 別 講 義 1 4以下
0化 学 生 物 工 学 特 別 演 習 I 2 
0化 学 生 物 工 学 特 別 研 究 I 10 
別 表 2 （博士後期課程 ）
専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
計 算 機 援 用 工 学 特 論 2 0 印 は
知 的 イ ン タ フ ェ イ ス 2 必修科
目
オ ー ト マ ト ン 理 論 2 
計 算 機 論 理 設 計 特 論 2 
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 特 論 2 
自 然 言 語 処 理 特 論 2 
符 すロ 理 言命 特 論 2 
画 ｛象 通 信 特 雪日ι間 2 
情 報 伝 送 工 学 特 論 2 
情 報 数 理 2 
視 覚 情 報 工 学 特 論 2 
超 音 波 工 学 特 論 2 
生 体 情 報 工 学 特 論 2 
生 体 機 能 工 学 特 論 2 
パ タ ー ン 認 識 特 論 2 
視 覚 情 報 処 理 特 論 2 
画 像 情 報 処 理 特 論 2 
応 用 数 理 解 析 特 論 2 
確 率 解 析 学 特 論 2 
システム科学
離 散 数 理 学 特 論 2 専 攻
関 数 解 析 学 特 論 2 
応 用 整 数 自命 2 
力 弓且」 系 特 吾白ふ岡 2 
多 変 数 複 素 解 析 学 特 論 2 
現 象 解 析 特 言命 2 
量 子 数 理 科 学 特 論 2 
国 体 カ 学 特 論 2 
応 用 計 算 力 学 特 論 2 
破 壊 カ 学 特 論 2 
機 械 加 工 学 特 論 2 
材 料 塑 性 学 特 論 2 
切 自リ 工 学 特 吾白也岡 2 
塑 性 工 学 特 号画也岡 2 
精 密 機 械 シ ス テ ム 学 特 論 2 
機 械 運 動 学 特 論 2 
シ ス テ ム 制 御 工 学 特 論 2 
機 能 制 御 要 素 特 論 2 
画 f象 計 調lj 特 論 2 
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機 械 電 子 制 御 学 特 論
光 学 言十 波lj 特 論
材 料 強 度 学 特 論
高 温 強 度 学 特 論
空 間 構 造 論
多 次 元 解 析 学 特 論
確 率 制 御 特 論
O特 別 研 究
O特 別 実 習
O特 別 演 習
特 別 講 義
特 別 義 講 2
特 別 義 講 3
特 別 義 講 4
特 別 義 講 5
有 機 反 応 化 学 特 論
精 密 有 機 合 成 化 学 特 論 I
精 密 有 機 合 成 化 学 特 論 E
有 機 機 能 分 子 化 学 特 論
ヘ テ ロ 原 子 化 学 特 論
複 素 環 化 学 特 論
構 造 有 機 化 学 特 論 I
合 成 有 機 化 学 特 論
構 造 有 機 化 学 特 論 E
環 境 化 学 反 応 特 論
生 体 高 分 子 化 学 特 論
高 分 子 機 能 特 論
物質科学 ｜ 半 導 体 物 性 特 論
専 攻 ｜ 表 面 物 性 特 論
誘 電 体 物 性 工 学 特 論
接 合 界 面 工 学
薄 膜 物 性 工 学 特 論
液 晶 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論
表 示 デ バ イ ス 特 論
論特縮温学凝低造
構
温性日
間
低磁結
構 造 物 性 物 理 学
生 命 電 気 工 学 特 論
遺 伝 情 報 工 学 特 論
粒 子 設 計 プ ロ セ ス 工 学
粉 体 物 性 工 学 特 論
粒 子 分 離 プ ロ セ ス 工 学
nLndndnLndnyunL 
日目
立
科
n H
V 宰
t
AH 
O必
の4η4ndn4nL
－ ndn，un4ndnLndn4η4nd
nLnd
n4n4η4nLnLn4n，unLnLn，undndη’unL
nL。，unL
材 料 内 部 構 造 設 計 特 論
電 子 材 料 学 特 論
応 用 磁 気 材 料 学 特 論
機 能 性 材 料 化 学 特 論
金 属 化 学 特 論
材 料 製 錬 工 学 特 論
複 合 素 材 工 学 特 論
凝 固 学 特 論
機 能 性 材 料 学 特 論
先 進 材 料 工 学 特 論
O特 別 研 究
O特 別 実 習
O特 別 演 習
nronro門官。円鴨川》門官。 特 義義講講
nLndn49un4nLndnLnLOL 
n〆ωnぺυaazFhd
同国
＋ J ’
汁 沖 I
I1 n い
か 書
f
ap 
O必
η4ηLnLη4qL
一 。，“η，hqLつふっLqL
ヮ“。，bqLnLη4q’unLη，u
n’’u
qLη，白りLワωη4
η4ワωη，bqLη4
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス工学特論
熱 流 体 シ ス テ ム 特 論
応 用 熱 力 学 特 論
応 用 流 体 工 学 特 論
応 用 ｛云 熱 論
移 動 現 象 理 論 I
拡 散 操 作 特 論 I
移 動 現 象 理 論 E
拡 散 操 作 特 論 E
プ ラ ズ マ 応 用 工 学 特 論
宇宙 ・ 極圏合 プ う X < t 教植 シ ミ ユ レ 』 y ョ ン
エネルギー ｜ エ ネ ル ギ 一 物 質 科 学 特 論
科 学 専 攻 ｜ 重 力 理 論 特 論
根 源 物 質 エ ネ ル ギ ー 学 特 論
レ ー ザ 一 分 光 学 特 論
電 波 物 理 学 特 論
量 子 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論
電 波 分 光 学 特 論
分 子 物 性 化 学 特 論
化 学 反 応 速 度 学 特 論
触 媒 化 学 特 論 I
遷 移 金 属 化 学 特 論
高 分 子 物 理 化 学 特 論
触 媒 化 学 特 論 E
水 素 同 ｛立 体 科 学
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水 素 エ ネ ル ギ ー 材 料 学 特 論 2 核 構 造 寸みuー． 特 論 2 
放 射 線 環 境 科 学 特 論 2 生 体 分 子 機 能 工 学 特 論 2 
核 融 合 材 料 学 特 論 2 環 境 化 学 計 jjlj 平 衡 論 2 
岩 石 寸，ー.，. 特 論 2 物 質 循 環 特 言命 2 
地 史 学 特 論 2 同 位 体 地 球 化 学 特 論 2 
O特 �lj 研 ゲ7也し 環 境 水 計 測 化 学 2 
O特 �lj 実 習 iftlj 地 ・ 地 震 学 特 論 2 
0特 glj I寅 習 雪 氷 環 境 特 Z命 2 
特 日リ 講 義 2 地 球 環 境 電 磁 気 学 2 
特 日リ 講 義 2 2 地 球 磁 気 学 特 論 2 
特 日lj 講 義 3 2 地裁変動学（ テ ク ト ニ ク ス ） 特論 2 
特 日lj 講 義 4 2 海 域 計 浪lj 学 特 論 2 
特 日lj 議 義 5 2 生 体 エ ネ ル ギ ー 特 論 2 
生 体 触 媒 工 学 特 論 2 0印は 生 体 応 答 学 特 論 2 
生 物 化 学 工 学 特 論 2 必修科 目 環 境 生 物 学 特 論 2 
生 物 生 産 工 学 特 論 2 生 物 物 理 化 学 特 論 2 
生 体 触 媒 化 学 特 論 2 O特 日リ 百万 究
発 生 生 物 学 特 論 2 O特 日リ 実 習
生 体 調 節 学 特 論 2 O特 別 演 習
科学専 攻 内 分 泌 細 胞 学 特 論 2 特 日lj 講 義 2 
植 物 発 生 分 化 学 特 論 2 特 日lj 議 義 2 2 
遺 伝 情 報 解 析 学 特 論 2 特 日lj 講 義 3 2 
オ ル ガ ネ ラ 分 子 生 物 学 2 特 日lj 講 義 4 2 
生 体 構 造 分 類 学 特 論 2 特 日lj 言禽 義 5 2 
比 較 生 体 構 造 学 特 論 2 
富山大学大学 院理工学研究科委員 会規則の制定
富山大学大学院理工学研究科委員 会規則の制定理由
大学院理工学研究科 （博士課程 ） の 設 置 に 伴 い ， 所要事項 を 定 め る 。
富 山 大学大学 院理工学研究科委員 会規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 10年 3 月 27 日
富山大学大学院理工学研究科委員 会規則
（趣 旨）
富 山 大学 長 時 津 貢
会」 と い う 。 ） の組織， 審議事項及 び運営 等 に つ い て
定め る も の と す る 。
（ 組 織 ）
第 1 条 富 山 大学大学 院学則 第49条 第 2 項 の 規 定 に 基 づ
き ， 富 山 大学大学 院理工学研究科 委 員 会 （ 以 下 「 委 員
第 2 条 委 員 会 は ． 次 に 掲 げ る 職 員 を も っ て 組織す る 。
(1 ） 研究科長
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(2) 副研究科長
( 3 )  専攻長
(4 ) 講座主任
品ム寸ー
(5 )  第 6 条 に 規定 す る 富 山 大学大学院理工学研 究科 博
士 前 期 課程理学部会 か ら 選 出 さ れ た 教授 2 人
(6) 第 6 条 に 規 定す る 富 山 大学大学 院理工学研究科 博
士前 期 課程工学部会 か ら 選 出 さ れ た 教授 4 人
2 前 項 第 5 号 及 び第 6 号 の 委 員 の 任 期 は 1 年 と し ， 再
任 を 妨 げ な い 。 た だ し ， 欠 員 が生 じ た 場 合 の 後 任 の 委
員 の 任 期 は ， 前 任 者 の 残 任期 間 と す る 。
（ 審 議事 項 ）
第 3 条 委 員 会 は ， 次 の 事項 を 審議 す る 。
( 1 )  研 究科 担 当 教 員 に 関 す る 事項
( 2 )  予 算 に 関 す る 事項
(3) 入 学 者 の 選 考 に 関 す る 事項
(4) 課程修 了 の 認定 に 関 す る 事項
( 5 )  学位 に 関 す る 事項
(6 ) 教 育 課程 そ の 他教 務 に 関 す る 事項
(7 )  学 生 の 身 分 及 び厚 生 補 導 に 関 す る 事項
(8)  規則 の 制 定及 び改廃 に 関 す る 事項
(9 )  そ の 他研 究 科 の 教 育 ・ 研究 及 び運 営 に 関 す る 事項
（ 議 事 ）
第 4 条 委 員 会 は研究科長が招 集 し ， そ の 議長 と な る 。
2 研究科 長 に 事故 あ る と き は ， 副 研 究科長がそ の 職 務
を 代 行す る 。
3 委 員 会 は ， 研究科長が必要 と 認め た と き 又 は 委 員 の
3 分 の l 以 上 か ら 付議 す べ き 事項 を 示 し て 請 求 の あ っ
た と き こ れ を 開 く 。
4 委 員 会 は ， 委員 （ 長 期 出 張 中 又 は 休戦 中 の 委 員 を 除
報 第 399号
く 。 ） の 2 分 の l 以 上 が出 席 し な け れ ば議 事 を 開 き 議
決す る こ と がで き な い 。
5 議事 は ， 出 席 委 員 の 3 分 の 2 以 上 の 同 意 を も っ て 決
す る 。 た だ し ， 富 山 大学学位規則 第 14条 に 規 定 す る 事
項 に 関 し て は ， 出 席 委員 の 4 分 の 3 以 上 の 同 意 を 必 要
と す る 。
（ 意 見 の 聴 取 ）
第 5 条 委 員 会 が必要 と 認 め た と き は ， 委 員 以外 の 者 の
出 席 を 求 め て ， 意 見 を 聴 く こ と がで き る 。
（ 部 会 の 設置 ）
第 6 条 委 員 会 に ． 富 山 大学大学 院理工学研究科博 士 前
期課程理学部会， 富 山 大 学大学 院理工学研究科博 士 前
期 課程工学部会 及 び富 山 大学大学院理工学研究科博士
後期課程部会 （ 以 下 「部会」 と い う 。 ） を 置 く 。
2 部会 に つ い て は ， 別 に 定 め る 。
（ 委 任 ）
第 7 条 委 員 会 は ， 第 3 条 各号 に 掲 げ る 事項 に つ い て ，
範 囲 を 特定 し ， そ の 審議 を 部会 に 委任 す る こ と が で き
る 。
（ 庶 務 ）
第 8 条 委員 会 の 庶 務 は ， 研究科長 の 所 属 す る 学 部 の 事
務 部 に お い て 処理す る 。
（ 雑 則 ）
第 9 条 こ の 規則 に 定 め る も の の ほ か ． 委 員 会 の 運 営 に
関 レ £、要 な 事項 は ． 委 員 会が定め る 。
附 則
こ の 規則 は ， 平 成 10年 4 月 1 日 か ら 施 行す る 。
ミl � � 
第 2 回 防 災 委 員 会 （ 3 月 2 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  平 成 9 年 度 の 防 災 活 動 実施状況 に つ い て
(2)  そ の 他
第 2 回 環 日 本海地域研 究 セ ン タ ー 運営委員会 （ 3 月 3 日 ）
（協議 事 項 ）
(1 ) 環 日 本海環境協 力 セ ン タ ー か ら の 依 頼 に つ い て
( 2 )  第 l 回 環 日 本 海懸賞論文 に つ い て
(3) そ の 他
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第 107回 構 内 交通対策委 員 会 （ 3 月 1 1 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  富 山 大学五 福 地 区 構 内 交 通 規制 に 関 す る 実 施 要 項
及 び実施細 目 の 一 部 改正 に つ い て
(2 )  入構許可証 の発行等 に つ い て
(3) 交 通 安全一斉指導 及 び無 許 可 車 両 ・ 駐停 車 違 反 車
両 の 一 斉取締 り に つ い て
(4) そ の 他
第 4 回生涯学習 教育研究 セ ン タ ー 運営 委 員 会 （ 3 月 11 日 ）
平 成 10年 4 月 発行
学
（ 議 題 ）
( 1 )  生 涯 学 習 教 育研 究 セ ン タ ー 長 の 選考 に つ い て
(2) 生 涯 学 習 教 育 研 究 セ ン タ ー 副 セ ン タ ー 長 の 選考 に
つ い て
(3)  そ の 他
第 3 回 国 際交流委員 会 （ 3 月 13 日 ）
（ 審議事項 ）
( 1 ) 平 成 10年 度 富 山 大 学 国 際交流事業基金各種事 業 の
募集要項 （ 案 ） に つ い て
(2) 富 山 大 学 留 学 生 セ ン タ ー の 設 置 要 求 に つ い て
(3)  そ の 他
第 1 4, 1 5回 評議会 （ 3 月 16 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  学 内 捜索 に つ い て
第 5 回 総合情報処理 セ ン タ 一 運営 委 員 会 （ 3 月 17 日 ）
（ 審議事項 ）
( 1 )  次 期 セ ン タ ー 長候 補 者 の 選 考 に つ い て
(2) 富 山 大学 総 合情報処理 セ ン タ 一 端 末 室 及 び演習 室
利 用 内 規 に つ い て
(3 )  平 成 1 1 年 度 概算 要 求 に つ い て
(4) そ の 他
第 6 回 教 養 教 育 委 員 会 （ 3 月 18 日 ）
（ 審議事項 ）
( 1 )  教 養 教 育 の 実施体制 及 び担 当 教官 の 確 保 策 に つ い
て
(2) そ の 他
第 6 回 附 属 図書館商議会 （ 3 月 18 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  平 成 1 0年 度 附属 図書館閉鎖 日 程 （ 案 ） に つ い て
(2) 平 成 1 1年 度 附属 図書館歳 出 概 算 要 求 に つ い て
(3 )  学 内 措 置 に よ る 基 本 参 考 図 書 購 入 費 の 増 額 に つ い
て
第 1 1 回部局長懇談会 （ 3 月 20 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  当 面 の 諸 問 題 に つ い て
(2) そ の 他
報 第399号
第 4 回大学院委 員 会 （ 3 月 20 日 ）
（審議事項 ）
( 1 ) 富 山 大学大学 院学則 の 一 部改正 に つ い て
(2) 富 山 大学学位規則 の 一 部改正 に つ い て
(3)  富 山 大学大学 院経済学研究科規則 の 一 部改正 に つ
い て
(4) 富 山大学大学 院理工学研究科規則 の 制 定 に つ い て
(5)  富 山大学大学院理工学研究科委 員 会 規則 の 制 定 に
つ い て
(6) 学 生 の 除籍 に つ い て
(7) そ の 他
第 16回評議会 （ 3 月 20 日 ）
（ 審議事項 ）
( 1 )  富 山 大学学則 の 一部改正 に つ い て
(2) 富 山 大学 教 育学部規則 の 一 部 改 正 に つ い て
(3)  富 山 大学大学 院学則 の 一 部 改 正 に つ い て
(4) 富 山 大学学位規則 の 一 部改正 に つ い て
(5 )  富 山 大学大学 院経済学研究科規則 の 一 部改 正 に つ
い て
(6) 富 山 大学大学 院理工学研究科規則 の 制 定 に つ い て
(7) 富 山 大学大学 院理工学研究科委 員 会規則 の 制 定 に
つ い て
(8 )  富 山 大学機器分析セ ン タ 一 規則 の 制 定 に つ い て
(9) 外 国 人 教 員 の 任 期 に つ い て
UO) 学 生 の 除籍 に つ い て
(11) そ の 他
第 1 0回 事 務協議会 （ 3 月 24 日 ）
（ 議 題 ）
当 面 の 諸課題 に つ い て
第 1 2回 部局長懇談会 （ 3 月 27 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  当 面 の 諸問 題 に つ い て
(2) そ の 他
第 1 7回 評議会 （ 3 月 27 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  理学部発議処分案件 に つ い て
(2) そ の 他
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学位取得者
学位の種類
取 得 年 月 日
学位論文名
論文 の 要 旨
平成1 0年度
ミJ
ミ』
学 位 取 得 者
人 文学部 講 師 長 井 由 里
博 士 （ 文学 ） （ 京都大学 ）
平 成 10年 3 月 23 日
張作霧政権の研究
一 「奉 天 文治 派j か ら 見 た 歴 史 的 意 義 を 中 心 に 一
張作霧政 権 の 地域政権 と し て の 統治実態 と 歴 史 的 意 義 に つ い て ， 重要 な 構
成 メ ン バ ー 「奉 天 文 治 派」 官 僚 の 動 向 や 理念 を 通 じ て 研 究 し た 。 要 点 ・ 該 政
権 は ， 地域社会が近世 か ら 近代へ変 動 し て い く 上 で ， 上記 メ ン バ ー を 軸 に 独
自 の 改 革 を 進 め ら れ る 政権 で あ っ た 。 改 革 の 鍵 は 軍 隊 と 行 政 の 職掌 分 担 ， 及
び地方財政基 盤 の 強 化 に あ っ た 。 改 革 の 途 上 で ナ シ ョ ナ リ ズ ム と リ ー ジ ョ ナ
リ ズ ム の 両 立 困 難 に 遭 遇 し そ の 矛 盾 は 次代 に 持 ち 越 さ れ た 。
富 山 大学入学者選抜個別学 力検査 （ 後 期 日 程 ） を実施
平 成 10年 度 入 学者選抜個 別学力 検査 （ 後期 日 程 ） が ，
去 る 3 月 1 2 日 （ 木 ） に 実施 さ れ ま し た 。
検 査 は ， 人 文 学 部 ， 教 育 学 部 ， 経 済学部， 理 学 部 及 び
工 学 部 の 各 検 査場 に お い て ， 学 力 検 査 ， 実技検査 ， 小 論
文 及 び面 接 な ど が行 わ れ ， 3 月 20 日 （ 金 ） に 合 格 者 が 発
表 さ れ ま し た 。
な お ， 後期 日 程 の 志 願 者 数 ， 合格者数等 は 次 の と お り
で す 。
企 後 期 日 程合格発表
- 22-
平 成 10年 4 月 発行
学
報 第 399号
平成 1 0年度 富 山 大学入学者選抜試験 （ 後期 日 程 ） 実施状況
学 部 学科 ・ 課程 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 備 考
人 人 人 人
人 文 寸λuー， 科 15 145 67 21  
人文 国 �，但a、 文 化 学 科 1 2  104 37 1 7  
にーコ 三ロ五日 文 化
寸λ江4． 科 20 260 103 28 
言十 47 509 207 66 
員学 � 校 教
育 系 10 78 44 1 1  
養校 障 害 児 教 育 系 3 1 5  8 3 
成教 言 語 社 会 系 10 392 242 1 1  
課育 自 然 生 活 系 1 1  102 61 12 
教育
程教 芸 術 体 育 系 6 132 88 6 
育総 情 報
教 育 コ ー ス 4 43 20 4 
課合 環 境 教 育 コ ー ス 3 22  13 3 
程教
生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス 3 34 24 3 
計 50 818 500 53 
忌 予E j斉
：主子4 科 31 230 89 45 
間 ＊土又 営’ こ主子£
．
科 24 187 72 31 
コ 主
定圭 営 法
寸ユ立ー． 科 20 288 1 20 35 
ス
言十 75 705 281 1 1 1  
経j斉 夜 経 済 学 科 4 46 25 7 
間 ＊土又 営 ：主子と
4
科 5 40 24 7 
コ 主
産主 A邑U手 法 寸A斗zー. 科 5 65 31 10 
ス
計 14 151  80 24 
計 89 856 361 135 
数 十且£． 科 7 16 9 8 
物 理 ぶ寸且ー． 科 9 29 6 6 
イヒ 且寸
んー
科 8 40 14  8 
理 生 物 止寸ιー 科 6 40 18  6 
地 球 科 旦寸Lー 科 9 65 65 1 1  
生 物 園 環 境 科 学 科 5 58 33 6 
言十 44 248 145 45 
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科 1 9  95 95 35 
知 能 情 報 工 学 科 17 80 80 25 
工 機 械 知 能 シ ス テ ム 工 学 科 2 1  101  101  34 
物 質 生 命 シ ス テ ム 工 学 科 32 416 164 36 
言十 89 692 440 130 
後 期 日 程 合 計 319 3 , 1 23 1 ,653 429 
前 期 日 程 合 計 918 3 ,688 3 ,430 1 ,062 
一 般 選 抜 合 計 1 , 237 6 ,8 1 1  5 ,083 1 ,491 
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異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内
，合す晶�
辞 司裁 10.  3 . 31 堀 和子 教育学部会計係用 度主任 辞職 （勧奨）
退 職 10.  3 . 31 秋山 武 学生部次長 定年退職
，， j賓屋 節子 附属 図書館情報サ ー ビ ス 謀参考調査係長 ゐ
，， 前川 清徳 工学部用 度係作業員長 ,, 
採 用 10. 4 .  1 本オ木ミ二 雅之 教務職員 工学部 （ 電気電子 シ ス テ ム工学科 ）
昇 任 10. 4 .  1 秦 文男 大臣官房調査統計企画課課長補佐 庶務部長
，， 議釜 康雄 大阪大学学生課長 学生部次長
，， 田 中 成直 筑波大
学図書館部情報 シ ス テ ム 課 ！対属 図書館情報サ ー ビ ス 課長
課長補佐
,, 雁 田 彰 工学部専 門職員 （研究協力担当 ） 入試課専 門 員 （ 入学選抜担当 ）
,, 脇坂 勝 人 富山医科薬科大学教務部図書課情報企画係 附属 図書館情報サ ー ピ ス 謀参考調査係長
4》 小路 隆 庶務部庶務課庶務係庶務第一主任 高岡短期大学事業課専 門職員
,, 黒 田 景ー 経理部主計謀総務係総務主任 富 山 工業高等専 門学校会計課用 度係長
，シ 手重田 ヨ シ ヱ 附属 図書館情報サー ビ ス 諜参考調査係 富 山工業高等専 門学校庶務課図書係長
dン 関 川 国彦 庶務部人事課職員 係職員 主任 国立立 山 少年 自 然の 家庶務課庶務係長
。 尾崎 美幸 経理部経理課出納係 経理部経理課出納係出納第二 主任
，， 北 治夫 経理部経理課情報処理係 経理部経理課情報処理係情報処理主任
，， 大島 千春 人文学部 ・ 理学部庶務係 人文学部 ・ 理学部庶務係庶務第二主任
，， 山崎 昌代 人文学部 ・ 理学部経理係 人文学部 ・ 理学部経理係経理第二主任
，， 有沢 隆一 教育学部学務係
人文学部 ・ 理学部学務第一係
教務第二主任
，， 山 田 豊 人文学部 ・ 理学部学務第二係
人文学部 ・ 理学部学務第二係
務教 第二主任
。 北村 岩雄
技術職員 （ 工学部電気電子 シ ス テ ム 工学部技術専 門 官 （ 電気電子 シ ス テ ム
工学科 ） 工学科 ）
，， 高塚 清文 技術職員 （ 庶務部庶務課） 庶務部庶務課技術専 門職員
イシ 岩城 康光 技術職員 （ 人文学部 ・ 理学部 ） 人文学部 ・ 理学部技術専 門職員
。 奥 田 者日 技術職員 （教育学部） 教育学部技術専 門職員
，， 谷 口 泰一 技術職員 （ 工学部工場係長） 工学部技術専 門 職員 （ 工場係長 ）
，， 藤 岡 和 典 技術職員 （ 工学部工場係 ） 工学部技術専 門職員 （ 工場係）
，， 中 尾 良行 技術職員 （ 工学部工場係 ） 工学部技術専 門職員 （ 工場係）
，， 二宮 英治 技術職員 （ 工学部工場係 ） 工学部技術専 門職員 （ 工場係）
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異動区分 発令年月日 氏 名
昇 任 10 .  4 .  1 高安 勇吉
，， 柴田 幹
，， 高瀬 博文
，， 渡辺 秀 一
，， 室谷 和 雄
，， 大山 達雄
，， 中 村 善志
，， 豊本 勉
転 任 10 .  4 .  1 松下 義春
。 松永 良成
。 作井 功
，， 御 福 �生!<. 
，， 三井 進
，， 宮村 健壮
，， 西尾 久
，， 朝野 真
，， 大場 和 夫
,, 牧石 ｛言康
。 湯浅 健 一
，， 門前 剛ニ
，， 堀 周一
，， i可西 義 一
，， 高尾 邦彦
,, 波間 雄二
。 i賓野 松男
今 襖井 雅和
，， 田村 修 一
4シ 西国 等
，， 佐藤 11多
ゐ 永井 昭光
。 野津 和 子
品ι+ 報
異 動 前 の 所 属 官 職
技術職員（工学部電気電子 シ ス テム工学科）
技術職員（工学部電気電子シ ス テ ム工学科）
技術職員（工学部機械知能シ ス テ ム工学科）
技術職員（工学部機械知能シ ス テ ム工学科）
技術職員（工学部機械知能シス テ ム工学科）
技術職員（工学部機械知能 シ ス テム工学科）
技術職員（工学部物質生命工学科）
技術職員（総合情報処理セ ン タ ー）
富山 医科薬科大学総務部経理課課長補佐
人文学部 ・ 理学部事務長補佐
富山工業高等専門学校庶務課庶務係長
専
富山工業高等専門学校学生課学務担当
門職員
富山 商船高等専門学校
（情
庶務
報
課専門職
担
員
シ ス テ ム 当）
経済学部専門職員（外国人留学生担当）
人文学部 ・ 理学部学務第二係長
国立立山少年自 然の家庶務課庶務係長
情
富山 医科薬科大学
長
教務部 図書課
報サ ー ビ ス係
富山医科薬科大学総務部経理課情報処理
係長
富山医科薬科大学教務部学生課
教務第二係長
高 岡短期大学庶務課庶務係長
富山 商船高等専門学校学生課学生係長
経済学部庶務係長
庶務部 企画室企画係長
厚生課専門職員
厚生課専門職員
経済学部学生係長
富山商船高等専門学校会計課総務係
総務主任
富山 医科楽科
任
大学業務部 医事課総務係
外来第二主
高 岡短期大学学生課教務係教務主任
富山工業
任
高等専門学校会計課 用 度係
用 度主
富山医
第
科
一
薬
主
科
任
大学総務部経理課用 度第 一係
調達
第 399号
異 動 内 n廿h・
工学部技術専門職員（電気電子 シ ス テ ム
工学科）
工学部技術専門職員（電気電子 シ ス テ ム
工学科）
工学部技術専門職員（機械知能 シ ス テ ム
工学科）
工学部技術専門職員（機械知能 シ ス テ ム
工学科）
工学部技術専門職員（機械知 能 シ ス テ ム
工学科）
工学部技術専門職員（機械知能 シ ス テ ム
工学科）
工学部技術専門職員（物質生命工学科）
総合情報処理セ ン タ ー技術専門職員
人文学部 ・ 理学部事務長補佐
富山医科薬科大学総務部経理課課長補佐
庶務部人事課専門職員（研修企画担当）
厚生課専門職員
経済学部専門職員（外国人留学生担当）
富山 医科薬科大学教務部学生課専門職員
富山 商船高等専門学校
（情
庶務報課専門職担
員
シ ス テ ム 当）
庶務部企画室企画係長
経理部経理課管理係長
経理部経理課情報処理係長
人文学部 ・ 理学部学務第二係長
教育学部庶務係長
経済学部学生係長
高 岡短期大学事業課企画調査係長
富山工業高等専門学校庶務課庶務係長
富山工業高等専門学校学生課教務係長
富山工業高等専門学校学生課寮務係長
富山商船高等専門学校学生課学生係長
経理部経理課 用 度係用 度主任
人文学部 ・ 理学部庶務係人事主任
教育学部学務係教務第 二主任
教育学部附属学校第 一係会計主任
工学部 用 度係用 度第二主任
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，合宮、．
転 任 10. 4 .  1 山 田 浩司 国立立山少年 自 然の家庶務課会計係 経理部経理課管理係
名〉 釜谷 充哉 大阪大学施設部建築課建築第三掛 施設課工営係
，， 高尾 京子 富 山工業高等専 門学校庶務課図書係 附属図書館情報サ ー ビ ス 課参考調査係
，， j甫島布美子 富 山 商船高等専 門学校会計課施設係 経済学部教務係
，， 山本 ｛散 富 山商船高等専 門学校庶務課庶務係 工学部庶務係
，， 川 成 淳也 国立立山少年 自 然の 家事業課業務係 工学部用 度 係
点〉 斉藤 智明 工学部学務係 高 岡 短期大学学生課教務係
，， 新井 慶子 人文学部 ・ 理学部庶務係 富 山 工業高等専 門学校庶務課庶務係
，， 松下 慶子 工学部用度係 富山工業高等専 門学校会計課総務係
，， 名 越真紀子 経済学部会計係 富 山 工業高等専 門学校会計課用 度係
。 本多 了 人文学部 ・ 理学部用度係 富 山商船高等専 門学校庶務課庶務係
，， 山 中 勝也 経済学部教務係 富 山商船高等専 門学校会計課用 度係
，， 伏喜希代子 人文学部 ・ 理学部用度係 富山商船高等専 門学校会計課施設係
，， 竹田 充輝 工学部用度係 国立立山少年 自 然、の家庶務課会計係
，， 片 山 好孝 教育学部附属学校第一係 国立立 山 少年 自 然の 家事業課業務係
配 置 換 10. 4 .  1 水上 修一 室蘭工業大学事務局長 事務局長
名F 菊 地 洋男 事務局長 鳥取大学事務局長
,, 磯村 成 庶務部長 三重大学総務部長
,, 神野 政幸 兵庫教育大学総務部会計課長 経理部主計課長
，， 小林 芳夫 主計課長 愛媛大学経理部主計課長
ウ 重里 信一 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課長 信州大学附属 図書館情報管理課長
，， 田 中 祥男 経理部経理課管理係長 学生課専 門 職員
，， 本吉 友治 学生課学生係長 学生課専 門 職員
，， 石川 裕 史 経理部経理課情報処理係長 厚生課専 門 職 員
広〉 酒井 利満 人文学部 ・ 理学部庶務係長 庶務部庶務課学事調査係長
,,, 向 雅己 庶 務部庶務課学事調査係長 庶務部人事課給与係長
，， 驚藤 純一 教育学部庶務係長 人文学部 ・ 理学部庶務係長
，， 地崎 昇 工学部用 度係長 人文学部 ・ 理学部経理係長
，， 宮 原 進 庶務部人事課給与係長 経済学部庶務係長
ゐ 能手 哲治 人文学部 ・ 理学部経理係長 工学部用 度係長
イシ 山 田 洋一 庶務部庶務課庶務係庶務第二主任 庶務部庶務課庶務係庶務第一主任
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合dで・
配 置 換 10.  4 .  1 飯野 るみ子 庶務部庶務課庶務係庶務第三主任 庶務部庶務課庶務係庶務第二主任
，， 笹 岡 博史 入試課入学試験係入学試験主任 庶務部庶務課学事調査係研究協 力 主任
，， 能波 輝之 庶務部庶務課学事調査係研究協力主任 経理部主計課総務係総務主任
，， 北角 政信 経理部経理課用 度係用 度主任 経理部主計課監査係監査主任
，， 新井 1告 経理部経理課給与係給与主任 経理部主計課管財係管財主任
今 高瀬 範和 経理部経理課出納係出納主任 経理部経理課出納係出納 第一主任
。 田 中 正博 人文学部 ・ 理学部経理係経理主任 経理部経理課給与係給与主任
，， 真 田 敏江 経理部主計課監査係監査主任 附属図書館情報管理課総務係総務主任
。 佐久間克明 厚生課厚生企画係厚生企画主任 年
附属
史編
図書
纂
館
事
情
務
報
主任
管理課総務係
，， 裁川 一正 人文学部 ・ 理学部庶務係庶務主任 人文学部 ・ 理学部庶務係庶務第一主任
。 絹石 達也 工学部庶務係庶務主任 人文学部 ・ 理学部経理係経理第一主任
，， 武本 光雄 工学部庶務係研究協力主任 人 文学部 ・ 理学部用度係用 度 第一主任
イン 藤 田 一吉 人文学部 ・ 理学部用 度係用度主任 人 文学部 ・ 理学部用度係用度第二主任
，， 光地 i告和 人文学部 ・ 理学部学務第一係教務第二主任 人文学部 ・ 理学部学務第一係教務第一主任
，， 小林 雄二 人文学部 ・ 理学部学務第二係教務主任 人文学部 ・ 理学部学務第二係教務第一主任
，， 新井 健二 教育学部学務係教務主任 教育学部学務係教務第一主任
イシ 新庄 忍 附属図書館情報管理課総務係総務主任 経済学部会計係経理主任
，， 石塚 久博 工学部庶務係人事主任 工学部庶務係庶務主任
，， 荒井 誠一 年
附属
史編
図書
纂
館
事
情
務
報
主任
管理課総務係 工学部庶務係研究協力 主任
，， j事崎 勝彦 工学部用 度係用 度主任 工学部用 度係用 度 第一主任
，》 小林 司 人文学部 ・ 理学部学務第一係教務第一主任 工学部学務係教務主任
，， 横井 宏正 学生課学生係 庶務部人事課職員係
，， 酒井 勝子 工学部経理係 人 文学部 ・ 理学部用 度係
，， 細 田 和義 経理部主計課管財係 教育学部会計係
，， 中 波 憲子 経理部経理課管理係 教育学部附属学校 第一係
。 池田真紀美 教育学部附属学校第一係 工学部経理係
，， 鳥海衣美子 経済学部教務係 工学部学務係
退 職 10. 4 .  1 平野砂都美 経理部経理課管理係 10. 3 . 31 限 り 任期満了退職
育児休業 10. 4 .  1 中 波 憲子 経理部経理課管理係 職務復帰
職務命令 10.  4 .  1 田 中 祥男 学生課専 門職員 学生課専 門 員 を 命ずる
，， 御福 I也!!<. 厚生課専 門職員 主任専 門 職員 を 命ず る
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n台←・
職務命令 10. 4 .  1 雁 田 彰 工学部専 門職員 （ 研究協力担当 ） 研究協力担 当 を 免ず る
，， 宮村 健壮 経済学部専 門職員 （外国人留学生担当 ） 外国人留学生担当 を 免ず る
今 宮 越 謙三 工学部専 門職員 （外国人留学生担当 ） 研
外
究
国
協
人
力
留
担
学生
当
担
を 命
当
ず
を 免
る
ず る
，， 種目 ヨ シ ヱ 附属 図書館情報サ ー ビ ス 謀参考調査係 参
附属
考調
図
査
書館
主
情
任
報
を
サ
免ず
ー
る
ビ ス 課参考調査係
採 用 10. 4 .  1 安部 公子
事務補佐員 （ 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課
情報サ ー ビ ス 係 ）
，， 平野砂都美 事務補佐員 （ 教育学部庶務係 ）
今 柳井瑠美子
事務補佐員 （ 工学部電気電子 シ ス テ ム
工学科 ）
，， 竹島結実枝 事務補佐 員 （ 工学部知能｜育報工学科 ）
，， 川 崎 宏子 事務補佐員 （ 工学部機械知能工学科 ）
退 戦 ，， 伊林 文子
事務補佐員 （ 附属 図書館情報サ ー ピ ス 課 平成10年 3 月 31 日 限 り 退職
情報サ ー ビ ス 係 ）
，， 吉村 典子 事務補佐員 （ 工学部知能情報工学科 ） 。
，， 堀 愛里 事務補佐員 （ 工学部機械知能工学科 ） ’シ
百字 職 10. 3 . 31  中 純夫 助教授 人 文学部 （ 人文学科人間基礎論） 辞職
，， 務藤 孝滋
助教授 。 （ 言語文化学
洋
科
日 本東 言語文化）
� 
山本富美子 講 師
。 （ 国際文化学科イシ
国際文化論）
，， 
民〉 黒柳 晴夫 教 授 教育学部 （ 学校教育 ） ，， 
，， 瀬戸 健 教 諭 ，， （ 附属小学校 ） ，， 
，， 山下 善路 教頭 （副校長） 。 （ 附属 中学校 ） ，， 
，， 田 中 英雄 教 諭 広〉 ，， ，， 
，， 西 田 知代 教 諭 。 （ 附属 養護学校） ，， 
，， 丸田万里子 教 諭 ，， ，， ，， 
，， 吉 田 真寿美 教 諭 ，， （ 附属幼稚園 ） 今
’〉 菊 田 健作 教 授 経済学部 （経営学科管理科学） � 
ぞシ 山 本 直孝 教 授 ，， （経営法学科企業関係法 ，， 
． 
。 醍醐 元正 助教授 ，， （ 経営学科管理科学） ，， 
イシ 木幡 伸二 助教授 ，， （ 経済学科比較経済論） ，， 
退 職 10. 3 . 31 杉谷利枝子 教頭 （ 副 園 長 ） 教育学部 （ 附属幼稚 園 ） 10.  3 .  3 1限 り 定年退職
採 用 10. 4 .  1 鈴木 信昭
助教授 人文学部 （ 国際文化学科
国際文化論）
武田 昭 文 助教授
，， （ 言語文化学科，， 
ヨ ー ロ ッ パ言語文化 ）
，， 田畑 真美 助教授 ，， （ 人文学科人間基礎論）
内 山 純蔵
講 師 ，， （ 国際文化学科，， 
文化環境論）
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採 用 10. 4 .  1 梁 有紀
，， 小野 直子
，， i幸柿 教i享
，， 大津 保
，， 有 島 洋之
，， 秋元 伸吾
，， 保堅 良隆
，， 常川 允子
，， i可崎 美香
，， 片 岡 宏一郎
，， 内 田 康郎
，， 馬 駿
，， 張 勤
，， 佐竹 信一
，， 三井 隆志
昇 任 10. 4 . 1 別本 明夫
，， 跡上 史郎
。 大森 克史
。 神 川 康子
イシ 諸問 晴美
今 山根 拓
,,, 黒 田 卓
，， 堀 田 龍也
，， 酒井 富夫
，， 今井 克典
，， 大坂 i羊
今 森 口 毅彦
，， 鈴木 炎
，， 升方 勝 己
，， 堀 田 裕弘
，， 安川 洋生
� -r 報
異 動 前 の 所 属 官 職
助教授 人文学部 （ 言語文化学科
ヨ ー ロ ッ パ言語文化）
助 手 東北大学東北ア ジア研究セ ン タ ー
助教授 教育学部 （情報教育 ）
助教授 ，， （ 家政教育 ）
助教授 ，， （ 家政教育 ）
講 師 ，， （ 社会科教育）
講 師 ，， （ 情報教育 ）
講 師 ，， （ 附属教育
指導
実践研究
セ ン タ ー ）
助教授 経済学部 （ 経済学科政策科学 ）
講 師 。 （ 経営法学科企業関係法
講 師 ,, （ 経済学科理論経済学）
助 手 ，， （ 経営学科応用経営）
助 手 九州 大学理学部
助教授 長岡技術科学大学工学部
講 師 工学部 （ 電気電
科
子 シ ス テ ム 工学
学通信制御工 ） 
助 手 金沢大学大学 院 自 然科学研究科
第 399号
異 動 内
n合』・
講 師 人文学部 （ 言語
本
文化
東
学
洋
科
日 言語文化）
講 師 ，， （ 国際文化学科
際国 文化論）
教 諭 教育学部 （ 附属 小学校 ）
教頭 （副校長） 。 （ 附属 中学校）
教 諭 ’〉 ，， 
教 諭 ,,, （ 附属 養護学校 ）
教 諭 イシ ，， 
教頭 （ 副 闇 長 ） 。 （ 附属幼稚園 ）
教 諭 ，， ，， 
助教授 経済学部 （ 経営法学科民事法 ）
講 師 ，， （ 経営学科経営学 ）
助 手 今 （ 経営学科経営学 ）
講 師 理学
測
部
）
（
（
生物
期
園環境科学科
環境化学計 任 H 13. 3 .  31 ま で ）
講 師 工学部 （機
学
械知
械
能 シ ス テ ム
工 科機 制御情報工学 ）
助 手
科
（ 電気
物
電
性
子 シ ス テ ム
工学 電子 デバ イ ス 工学 ）
教 授 人文学部 （ 言語文化学科
ヨ ー ロ ッ パ言語文化）
助教授 ’シ （ 国際文化学
文
科
化環境論）
教 授 教育学部 （ 数学教育 ）
教 授 ,, （ 家政教育 ）
教 授 。 （ 家政教育 ）
助教授 ，， （ 社会科教育）
助教授 今 （ 技術教育 ）
助教授 ，， （ 附属教育
指
実
導
践研究
セ ン タ ー ）
教 授 経済学部 （ 経済学科政策科学）
助教授 ，， （ 経営法学年ヰ企業関係法）
助教授 。 （経済学科理論経済学 ）
講 師 ，， （ 経営学科応用経営）
助教授 理学部 （ 化学科反応物性化学 ）
教 授 工学部 （ 電気
科
電子 シ ス テ ム 工学
電気 シ ス テ ム 工学 ）
助教授 今 （ 電気電
科
子 シ ス テ ム 工学
通信制御工学 ）
助教授 今 （ 物 質生命 シ ス テ ム 工
｝
学十"'-
科生命工 ） 
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異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 重力 内 η合モ
・
昇 任 10.  4 .  1 波多野雄治 助 手 九州 大学工学部 助教授 水素同 位体機能研究セ ン タ ー
転 任 10.  4 .  1 伊藤美重子 助教授 人文学部 （ 言語文本東
化学科 助教授 お茶 の水女子大学文教育学部
日 洋言語文化）
4シ 磯崎 尚子 助教授 鳴 門教育大学学校教育学部 助教授 教育学部 （ 家政教育）
配 置 換 10.  4 .  1 高辻 則夫 助教授 地域共同研究セ ン タ ー 助教授 工学部 （ 機械知能 シ ス テ ム 工学学科機械制御情報工 ） 
任 用 更新 10. 4 .  1 高桑 幸子 教 諭 教育学部 （ 附属 養護学校 ） 任用更新 （ ～ 10 . 4 .  1 1 )  
併 任 10.  4 .  1 安藤 修平 教 授 教育学部 教育学部 附属小学校長 （ ～ 12 . 3 .  31 ) 
，， 中村 義朗 教 授 ，， ，， 附属 中学校長 （ ，， 
，， 中 井 ザ主且ー． 教 授 ’P ，， 附属養護学校長 （ ，， 
，， 長谷川 総一郎 教 授 ，， ，， 附属幼稚園長 （ 。
，， 中村 岡リ 教 授 保健管理セ ン タ ー 保健管理セ ン タ 一 所長 ，， 
。 久保 文夫 教 授 理学部 理学部 数学科長 （ ～ 1 1 .  3 .  31 ) 
，， 高木光司郎 教 授 ，， ，， 物理学科長 （ ，， 
，， 金森 寛 教 授 11 ，， 化学科長 ，， 
，， 内 山 実 教 授 。 ，， 生物学科長 （ ，， 
，， 氏 家 治 教 授 ，， ，， 地球科学科長 （ ，， 
黒 田 英世 教 授
，， 生物圏環境科学科長，， ，， 
，， 
ペシ 坂井 純一 教 授 工学部
工学部 電気電子 シ ス テ ム 工学科長
，， 
米 国 政明 教 授
，， 知 能情報工学科長ペシ ，， ，， 
岩城 敏博 教 授
，， 機械知能 シ ス テ ム 工学科長。 広〉
。
吉村 敏章 教 授
，， 物質生命 シ ス テ ム 工学科長，， 宅シ
，， 
j可崎善司郎 教 授
，， 電子情報工学科長，， ，， ，， 
，， 岩城 敏博 教 授
，， 機械 シ ス テ ム 工学科長，， 
，， 新井 甲 一 教 授 ，， ゐ 物 質工学科長 （ ，， 
，， 森 田 弘之 教 授
。 化学生物工学科長，， 
，， 
退 職 10.  4 .  1 藤井 一行
教 授 人文学部 （ 国際文化学科 10. 3 . 3 1 限 り 停年退職
国際文化論 ）
勝野 良一
教 授 ，， （ 国際文化学
文
科，， 
化環境論）
，， 
奥貫 晴弘
教 授 ，， （ 言語文化学科，， 
ヨ ー ロ ッ パ言語文化 ）
，， 
dシ 中 川 降 教 授 教育学部 （ 家政教育 ） ，， 
,,. 笹尾 靖也 教 授 。 （ 数学教育 ） 。
’U 吉 原 節夫 教 授 経済学部 （経営法学科民事法 ） 。
，， 伊藤 格夫 教 授 。 （ 経営学科経営学 ） ，， 
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異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内
n廿句・
退 1技 10 .  4 .  1 塩谷 俊作 教 授 理学部 （ 化学科合成有機化学 ） 10.  3 .  31限 り 停年退職
イン 堀越 叡 教 授 ，， （ 地球科学科地球進化学 ） ，， 
水谷 義彦
教 授 ，， ，， （ 生物 園環境科
境
学
科
科
学環 計測 ）
，， 
，， 池田 長康
教 授 工学部 （ 電気
科
電
気
子 シ ス テ ム 工学
電 シ ス テ ム 工学 ）
，， 
昌司司ミJ
生涯学習教育研究セ ン タ ー 長 に 米 国 工学部教授 を 再選
米 田 生 涯 学 習 教育研究セ ン タ ー
長 の 任期が． 平 成 10年 5 月 1 0 日 で
満了す る こ と に伴い， 次期 セ ン タ ー
長候補者の 選考が， 去 る 3 月 1 1 日
開 催 の 生 涯 学 習 教 育研究セ ン タ ー
運 営 委 員 会 に お い て 行 わ れ ， 米 国
政 明 工学部教授が再選 さ れ ま し た 。
ま た ， 次期 副 セ ン タ ー 長 候 補 者
の 選 考 も 行 わ れ ， 大石昂 教授が再選 さ れ ま し た 。
米 国 教授 は ， 昭 和 42年 3 月 東北大学工学部通信 工 学 科
卒 業 ， 同 44年 3 月 東 北大学大学 院工学研究科 修 士 課 程 修
了 ， 同 47年 1 1 月 東北大学大学院工学研究科博士 課 程 を 修
了 ， 同 47年 4 月 富 山 大学工学部講 師 に 採 用 さ れ ， 同 48年
3 月 同 助 教授 ， 同 63年 5 月 同 教授 と な り ， 平成 8 年 5 月
か ら 生 涯学習 教 育 研 究セ ン タ ー 長 を 併任 さ れ， 現在 に至っ
て い ま す 。 任期 は ， 平 成 10年 5 月 1 1 日 か ら 2 年 間 。
専 門 は ， 情報工学。 工学博士 （ 東北大学 ） 。
富 山 県 出 身 。
（就任の抱負 ）
第 一 期 に 引 き 続 き ， 図 ら ず も 生涯学習教育研究セ ン タ ー
長 を お 引 受 け す る こ と に な り ま し た 。 研 究 ， 教 育 と 並 ん
で 「地域へ の 貢 献」 が大学 の 果 た す べ き 第 三 の 使 命 と 言
わ れ て い ま す 。 第 一 期 は ， そ の 第 三 の 使命 を 果 た す た め
の 基 礎づ く り を 夢 中 で や っ て き ま し た 。
こ の と こ ろ 日 本経 済 の 立 て 直 し が国民の最大関心事で，
行財政改革が忘 れ ら れ て い る 感 があ り ま す が， い ず れ ま
た 国 立大学 の エ ー ジ ェ ン シ ー 化 や 民営化が世 間 の 話題 に
な る こ と と 思 い ま す 。 そ ん な 時 ， 富 山 大学 は 地域 社 会 か
ら 愛 さ れ る 大学 に な っ て い た い も の で す 。
研 究 の 高 度 化 は 無論重要で す 。 学 生 の 教 育 に も エ ネ ル
ギ ー を 注 が な け れ ば な り ま せ ん 。 そ の 上 で ， 地 域 か ら 愛
さ れ る 富 山 大学 を つ く る た め に ， 本 セ ン タ ー は 最 大 限 の
努力 を し て い き た い と 考 え て い ま す 。 皆様 に は ， 引 き 続
き ご理 解 と ご協力 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。
退 職 者 を 囲 む 懇 談 会
一一 教官12名 事務系 4 名 一一
平 成 9 年 度 に 定年 （ 停 年 ） 及 び勧 奨 に よ り 退職 さ れ る
方 々 を 囲 む 懇談会が， 去 る 3 月 16 日 （ 月 ） 1 1 時 5 0分 か ら
黒 田 講堂 会 議 室 に お い て 開 催 さ れ ま し た 。
懇 談会 で は ， 時浮学長 か ら 退職者一 人 一 人 に 記念 品 が
贈 呈 さ れ た 後 ， 永 年 に わ た っ て 本 学 に 尽 く さ れ た こ と へ
の ね ぎ ら い の 挨拶があ り ま し た 。 こ れ に 対 し て 退 職 者 を
代 表 し て 附属 図 書館情報 サ ー ビ ス 課参 考 調 査係 長 漬 屋 節
子 さ んが謝辞 を 述 べ ら れ ま し た 。
記念撮影 に 引 き 続 き 懇 親会が催 さ れ ， 終始和 や か な 雰
囲 気 の 中 ， 古 き 良 き 想 い 出 に 話 が は ず ん で い ま し た 。
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な お ， 退 職 さ れ る 方 々 は 次 の と お り で す 。
十且4 生 部 文 部 事 務 官 秋 山 武 工 p寸uー． 部 文 部 教 官 1也 田 長 康
人 文 学 部 文 部 教 官 藤 井 行 え〉 用 務 員 前 J l l  1青 徳、
dシ ，， 勝 野 良 一 附 属 図 書 館 文 部事 務 官 i賓 屋 節 子
。 ，， 奥 貫 目青 5L 
教 育 学 部 文 部 教 官 笹 尾 靖 也
,,, ，， 中 J l l  昨
，， 文 部 事 務 官 堀 平日 子
僻糊付属幼稚園 文 部 教 官 杉 谷 利 枝 子
経 済 学 部 文 部 教 官 伊 藤 格 夫
，， ’シ 吉 原 節 夫
理 A寸ふんー 昔日 文 部 教 官 塩 谷 俊 作
，， 今 堀 越 叡
，， ，， 水 谷 義 彦
... 学長を囲 み 記念撮影
総合情報処理セ ン タ ー 建物竣工記念式典を挙行
総 合情報処理セ ン タ ー で は ， 去 る 3 月 10 日 （ 火 ） に 黒
田 講 堂 会 議 室 に お い て 建 物 竣 工記念式典を 挙行 し ま し た 。
式 典 は ， 桂 木 セ ン タ ー 長 の 式辞， 時淳学長の挨拶 に 続
き 文 部省学術 国 際 局 長 の 祝 辞 （ 学術情報課柴崎課長 補 佐
代 読 ） があ り ま し た 。 引 き 続 き 工事概要報告 及 び工 事 関
係 者 に 感 謝 状 の 贈 呈 が行 わ れ ま し た 。
そ の 後 ， 施 設 見 学 ， 祝 賀 会 が あ り ， 建 物 の 竣 工 を 祝 い
ま し た 。
同 セ ン タ ー は ， 平 成 8 年 5 月 学 内 共 同 教 育 研 究 施 設
（ 省 令 施 設 ） と し て 設置 が認 め ら れ ， 平 成 9 年 1 2 月 1 0 日
に 情報教育棟 （ 増 築 ） が竣工 し ま し た 。
既設建物 と 増 築 建 物 の 接 続 部 に は ア ル ミ サ ッ シ と ガ ラ
ス を 多 く 用 い ， 屋 根 （ 玄 関 ） を 曲 線 に し て 柔 ら か さ と 時
代 の 先端 性 を 表現 し ， 明 る い 開 放 感 の あ る 空 間 を 設 け る
こ と に 重 点 を 置 い た 。
ま た ， l 階 玄 関 の 奥 に は 坪庭 を 配 置 し ， 大型 ガ ラ ス 越
し に 景 観 を 眺 め る こ と が で き る よ う に し ， 端 末 室 等 で 疲
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れ た 目 を 癒 せ る よ う に し た 。
端 末 室 等 は ， 柱 の な い 広 い 空 間 と し て 利 便性が考 慮 さ
れ て お り ， 最新鋭の 映像機器や P C ,  W S 等 の マ ル チ メ
デ ィ ア 端 末等 の 設備 が整 備 さ れ て い ま す 。
企 セ ン タ ー 全景 （ 左 側 4 階 建 が 増 築 部 分 ）
平 成 10年 4 月 発行
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渡航の種類 所 属 1能 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外 国 出 張 パ イ カ ル 訪日 での古地磁気研究 に 関
10. 3 .  4 
理 学 部 助教授 酒 井 英 男 ロ ン ア 連 邦
す る 研究打合せ
10. 3 . 1 1  
教育学部
現代 ヨ ー ロ ッ パの流通業の計量的，
10. 3 .  9 
助教授 市 川 文 彦 フ フ ン ス
総合的研究
10. 4 ' 10 
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渡航の種類 所 属 1歳 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
東 ア ジ ア に お け る 18世紀刑事判 例 10. 3 . 19 
外 国 出 張 人文学部 教 授 藤 本 幸 夫 ア メ リ カ 合 衆 国 の コ ン ピ ュ ー タ 民族学的研究 ： 中
国． 日 本， 韓国， ヴ、ェ ト ナ ム の比較 10. 3 .  29 
「 ア ル ミ ニ ウ ム ガ ラ ス 中 の超微粒 10. 3 . 3 1  
工 学 部 助 手 松 田 健 二 ア メ リ カ 合 衆 国 子成長に伴 う 相変態」 に 関 す る 研
究 プ ロ ジ ェ ク ト の実施 1 1 .  3 . 31 
10.  3 .  7 
海 外 研 修 人文学部
外国人
ザ ピ ー ネ ロ ー ベ 中 華 人 民 共 和 国
外国語教授法 に つ い て の共 同研究
教 師 プロ ジ ェ ク ト に 出 席
10. 3 .  28 
10 .  3 .  9 
，， 外国人 朱 継 征 中 華 人 民 共 和 国
北京大学等 に お け る 資料収集， 文
教 師 献調査
10. 3 .  27 
移動境界問題の有 限要素解析 に 関 10. 3 . 14  
教育学部 助教授 大 森 克 史 フ フ ン ス す る 研究打合せ， 資料収集及 び研
究発表 10. 3 . 3 1  
10 .  3 . 14 
経済学部 助教授 青 木 亮 ア メ リ カ 合 衆 国
道路プラ イ シ ン グ に 関 す る 調査，
資料収集
10. 3 .  25 
10. 3 . 16 
人文学部 教 授 岡 村 信 孝 ド イ ツ
カ ン 卜 哲学 に 関 す る 文献調査， 研
� 
10.  4 . 1 7  
10 .  3 . 1 6  
工 学 部 助教授 西 村 克 彦 オ ー ス ト ラ リ ア
低温核偏極 に よ る 希土類金属 間 化
合物の磁性研究
10. 3 .  28 
ア メ リ カ 合衆国民事訴訟法に関す 10.  3 .  20 
経済学部 助教授 角 森 正 雄 ア メ リ カ 合 衆 国 る 資料収集及 び連邦 ・ 州 ・ 君11裁判
所視察 10. 4 . 12 
液体 ク ロ マ ト グ ラ フ イ ー 及 び液相 10.  3 . 25  
教育学部 助教授 宮 部 寛 志 ア メ リ カ 合 衆 国 吸着分離 に お け る 物質移動現象の
速度論的解析 1 1 .  3 . 31 
10.  3 .  25 
助教授 市 瀬 和 義
連 i口〉、 王 国 理科教育及 び科学史 に 関 す る 研究，， 
資料収集等jレ 一 マ ー ア一
10. 4 .  5 
フ ィ リ ピ ン の 農業並びに水産業 に 10. 3 .  26 
工 学 部 教 授 熊 沢 英 博 フ イ ピ ン お け る ハ イ テ ク ノ ロ ジ ー の 利 用 に
関 す る 研究の打合せ等 10. 4 .  4 
10. 3 .  27 
経済学部 教 授 八 木 保 夫 連 －€』] 王 国 イ ギ リ ス 行政法の研究
10. 8 .  26 
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＜ 住所 変 更 ＞
部 局 名
，呂ー＆司’
職 氏 名
経 j斉 ：主子4 音日
教 授
. 
（ 比較経済論）
桂 木 健 次
，， 
助 教 授
（ 比較経済論）
松 井 隆 幸
工 十= 音日
助 手
（ 設計生産工学）
岡 根 正 樹
11 
助 手
（設計生産工学）
舎 田 哲 夫
。
文部事務官
（ 庶務主任 ）
繍 石 達 也
ミ』
ミ）
�
�
本 部 ｜ 25 日 平 成 9 年 度 富 山 大学学位記授 与 式 （ 富 山 市 芸
術 文 化 ホ ー ル ）
3 月 3 日 第 3 回 国 際 交 流 委 員 会学術交流部会 27 日 後期 日 程 入学手続
5 日 ～ 6 日 臨 時 東 海 ・ 北 陸 地 区 事 務 局 長 会 議 （ 富 山 医 科
薬科大学 ） 人 文 －品F,,, 
6 日 平 成 10年 度 入 学 者選抜個 別 学 力 検査 （ 前 期 日
程 ） 合格者発表 3 月 2 日 独立大学 院 （ 人 文 ・ 経 済 合 同 ） 委 員 会
9 日 第 10回 自 己点検評価 委 員 会 管 理運営専 門 委 員 3 日 前期 日 程 合格者数検討会
� 、 4 日 教授会
1 1 日 平成 9 年 度 中 部 地 区研 修 担 当 官 会 議 6 日 学 部教 務 委 員 会
12 日 平 成 10年 度 入学者選抜個 別 学 力 検査 （ 後 期 日 13 日 教授会
程 ） 教授会 （ 人 事 ）
13日 ～ 14 目 前期 日 程 入学手続 研 究科 委 員 会
16 日 退 職 者 を 囲 む 懇談会 17 日 学 部 将 来 計 画 委 員 会 と 予 算 委 員 会 の 合 同 委 員
第 4 回 数 養 教 育 委 員 会 企 画専 門 委 員 会 � 、
19 日 産学連携等研 究 費 の 取扱 い 等 に 関 す る 事 務 説 学 部学 生 生 活 委 員 会
明 会 平 成 10年度前学期授業 時 間 割 担 当 者会 議
20 日 平 成 1 0年 度 入学者選抜個 別 学 力 検 査 （ 後 期 日 予 算委 員 会
程 ） 合格者発表 18 日 学 部 自 己点検評価 委 員 会
24 臼 第 11 回 自 己点検評価 委 員 会 管 理運営専 門 委 員 後期 日 程 合格者数検討会
§：：三、 19 日 独立大学 院研究科 （博士課程 ） 設 置 検 討 委 員
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品zエ、 教授会
教授会 18 日 学部教務 委 員 会
研 究 科 委 員 会 学部将来構想検討 委 員 会
24 日 学部情報処理委 員 会 19 日 学部入学方法検討 委 員 会
26 日 学 部 国 際交 流 委 員 会 人 事 委 員 会
30 日 学 部 入学者選抜方法検討 委 員 会 教授会
24 日 学部施設整備 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
教 育 Aザ，＿，，ー 25 日 学位記授与式及 び祝賀 会 （ 富 山 観 光 ホ テ ル ）
3 月 4 日 学 部 入 学試験委員 会
教授会
理 ：ナ_,_,, 
人事教授会 3 月 2 日 理 学 部 案 内 編 纂 委 員 会
10 日 附 属 養護学校卒業式 理工学研究科 設 置 準 備 委 員 会理学部会
1 1 日 研究科 委 員 会 小 委 員 会 排水安全委 員 会
学部教務 ・ 学 生 生 活 合 同 委 員 会 4 日 教授会
研 究 科 委 員 会 人事教授会
教授会 7 日 教授会 （ 臨 時 ）
人事教授会 8 日 排水安全委員 会
13 日 教 育 実 習 委 員 会 10 日 研 究科 委 員 会
附 属 幼 稚 園 修 了 式 教授会
16 日 学 部予 算 委 員 会 研究科委員会専任教授会
1 7 日 学部教務委 員 会 13 日 学部施設委員 会
附属 小学校卒業式 16 日 予 算 委 員 会
1 8 日 学部紀要編 集 委 員 会 年 史 編 纂理学 部 委 員 会
学 部 将 来 計 画 委 員 会 学部学生 生 活 委 員 会
附 属 中 学校卒業式 17 日 学部教務 委 員 会
附 属 幼 稚 園 修 業式 排水安全 委 員 会
19 日 学 部 入 学試験委 員 会 18 日 排水安全 委 員 会
学部学生 生 活 委 員 会 学 部 入 試改 善 委 員 会
人事教授会 19 日 研究科委 員 会
教授会 教授会
20 日 附 属 小 学 校 ， 附 属 中 学校 及 び附 属 養 護 学 校 修 人事教授会
業式 教授会 （ 臨 時 ）
26 日 学部就職指 導 委 員 会 人事教授会 （ 臨 時 ）
20 日 情報化対 策 委 員 会
経 j斉 学 排水安全委員 会
24 日 研 究 科 委 員 会 教務検討小 委 員 会
3 月 2 日 独立大学院博士課程設置 に 伴 う 合 同 打合せ会 31 日 教官懇談会
3 日 学 部 入 学 方 法 検討 委 員 会
4 日 学部教務 委 員 会 工 f戸�与' 
人事教授会
教授会 3 月 2 日 電子広 報委員 会
10 日 学部教務委 員 会 学 部 国 際 交流 委 員 会
13 日 研 究科 委 員 会 3 日 合格者 数検討 委 員 会
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ザAム4ー
4 日 教授会
専 任教授会
6 日 教授会
研 究科 委 員 会
博 士 後 期 課程 委 員 会
9 日 電 子 広 報委 員 会
1 0 日 「工業 （ 専 門 ） 高校卒業生 を 対 象 と し た カ リ
キ ュ ラ ム 編 成 及 び教 育 方 法の た め の調査研究J
プ ロ ジ ェ ク ト 担 当 者会 議
13 日 日 本塑性加工学会北陸支部講演会
17 日 学 部 教 務 委 員 会
学 生 生 活 委員 会
外 国 人 留 学 生 と の 懇 談会
19 日 合格者 数検討委 員 会
入 学 試験検討委員 会
教授会
専 任教授会
研 究 科 委 員 会
報 第 399号
20 日 理工学研究科設置準 備 委 員 会
26 日 電子広 報 委 員 会
地域共同研究セ ン タ ー ｜
3 月 20 日 地 域 共 同 研 究 セ ン タ ー 運 営 委 員 会
24 日 地域共 同 研 究 セ ン タ ー 運営 委 員 会
生涯学習教育研究 セ ン タ ー ｜
3 月 9 日 富 山 大 学 の 生 涯 学 習 推進 を 図 る た め の 講 演 会
及 び研究会
総合情報処理セ ン タ ー
3 月 10 日 セ ン タ ー 建 物竣工記念式典 ・ 祝賀 会
16 日 第 5 回 企 画 運営専 門 委 員 会
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平 成 10 年 3 月 卒 業 者 数
0 学 部
ぷぉ竺
8 7 6 5 4 3 2 Z口〉 計
人 文 学 科 66 ( 3 )  7 3 3 79 ( 3 )  
国 際 文 化 学 科 41 ( 3 )  9 50 ( 3 ) 
人文学部 言 語 文 化 学 科 68 4 72 
語 学 文 学 科 1 1 2 
計 175 ( 6 )  20 4 1 3 203 ( 6 )  
小学校教員 養成課程 94 1 95 
中 学校教員 養成課程 47 4 51  
養護学校教員養成課程 17 1 18 
教育学部
幼稚園教員 養成課程 25 25 
情 報 教 育 課 程 38 ( 1 )  39 ( 1 )  
言十 221 ( 1 )  7 228 ( 1 )  
昼 経 済 学 科 130 ( 1 )  10 3 1 144 ( 1 )  
主問 経 営 学 科 114  ( 8 )  4 ( 1 )  1 1 20 ( 9 )  
コ 経 営 法 学 科 87 1 1  3 1 1 103 
ス 計 331 ( 9 )  25 ( 1 )  7 2 2 367 ( 10) 
経済学部 夜 経 済 学 科 17 2 1 20 
主問 経 営 学 科 15 15  
コ 経 営 法 学 科 18 19 
ス 言十 50 3 54 
言十 381 ( 9 )  28  ( 1 )  7 2 3 421 ( 10)  
数 づぷ4ー' 手ヰ 39 9 6 1 55 
物 理 寸Aとえー． 科 28 5 1 36 
イヒ ：民子 科 28 5 33 
理 学 部 生 物 学 科 33 3 1 37 
地 球 科 学 科 24 7 4 1 36 
生 物 園 環 境 科 学 科 20 7 27 
計 172 31 17 1 3 224 
電 子 情 報 工 学 科 21 ( 2 )  94 ( 3 )  1 1  6 2 135 ( 5 )  
機械シ ス テ ム 工学科 12 70 ( 4 )  2 5  ( 2 )  7 2 1 16 ( 6 )  
工 学 部 物 質 工 学 科 6 53 ( 1 )  7 4 3 1 74 ( 1 )  
化 学 生 物 工 学 科 4 1 56 10 6 78 
言十 43 ( 2 )  1 273 ( 8 ) 53 ( 2 )  23 8 2 403 ( 12 )  
dロ』 言十 43 ( 2 )  1 1 , 222 ( 24 ) 139 ( 3 )  51  12  1 1  1 , 479 ( 29)  
（凶 1 . ( ） 内 は ． 外 国 人 留 学 生 で 内 数 。
2 . 平 成 7 . 8 年 度 入 学卒業者は 高等専 門 学校 か ら の 編 入学 。
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平 成 10 年 3 月 修 了 者 数
0 大 学 院
� 
9 8 7 6 4 ぷ口〉、 計
日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 12 ( 1 )  1 2  ( 1 )  
人文科学研究科 西 i羊 文 化 専 攻 1 2 3 
計 13 ( 1 )  2 15 ( 1 )  
学 校 教 育 専 攻 8 8 
教 育 学 研 究 科 教 科 華文 育 専 攻 17  1 18 
言十 25 1 26 
地 域 ・ 経 済 政 策 専 攻 9 ( 5 )  1 10 ( 5 )  
経 済 学 研 究 科 斗八乙 業 司，E土叉 営 専 攻 7 ( 4 )  7 ( 4 )  
計 16 ( 9)  1 17 ( 9 )  
数 学 専 攻 9 9 
物 理 学 専 攻 19 ( 1) 19 ( 1 )  
イヒ ：国子． 専 攻 21 21 
理 学 研 究 科
生 物 －控r� 専 攻 12 12 
地 球 科 ザぷιー 専 攻 5 5 
計 66 ( 1 )  66 ( 1 )  
電 子 情 報 工 学 専 攻 53 ( 3 )  5 4  ( 3 )  
前 機械 シ ス テ ム 工学 専 攻 32  ( 2 )  32  ( 2 )  
物 質 工 学 専 攻 33 ( 1 )  33 ( 1 )  
期 化 学 生 物 工 学 専 攻 23 1 24 
工 学 研 究 科 言十 1 141 ( 6)  1 143 ( 6 )  
シ ス テ ム 生 産 工 学専 攻 2 ( 1 )  1 ( 1 )  3 ( 2 )  
後
物 質 生 産 工 学 専 攻 5 ( 2 )  6 ( 2 )  
期
計 7 ( 3 )  2 ( 1 )  9 ( 4 )  
言十 141  ( 6) 8 ( 3 )  2 ( 1 )  152 ( 10)  
f' ヨ 言十 1 261 ( 17 )  9 ( 3 )  4 ( 1 )  1 276 ( 2 1 )  
（出 1 . ( ） 内 は ， 外 国 入 留 学 生 で 内 数 。
2 . 平 成 9 年 度 入 学 修 了 者 1 名 は ， 大学院学則 第 21条第 1 項 た だ し 書 き 適 用 。
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平 成 9 年 度 大 学 院 研 究 科 修 了 者 一 覧
［ 人 文科学研究科 （修士課程 ） ］
専 攻 氏 名 号員也同 文 題 目
日 本 ・ 東洋文化 稲 石 純 子 回線文系土器の受容 に み る 土器生産の諸相
( 12 人 ）
上 嶋 春 美 「歯車j の構造分析 ー ＜ 僕 ＞ と 書 き 手の意識 を め ぐ っ て ー
大 岸 里 美 古代親王制の研究
尾 下 成 敏 織田信長の 「御内書」 に つ い て
尾 谷 昌 則
構文の拡張 と そ の動機付 け に 関 す る 認知論的研究
一 日 本語の主要部内在型関 係節 に つ い て ー
河 合 忍 弥生～ 古墳移行期 に お け る 土器様式の 2 つ の画期一 日 本列島中央部 に お け る 土器の計量的分析 と 分布 の あ り 方 か ら み た 土器様式の動態一
近 藤 美 紀
中世社会 に お け る 墓地の展開
一 都市 ・ 地域聞 の比較研究 ー
下 浜 綾
「現代社会にお け る 『葬送儀礼』 の変容J
一 富 山 市水橋地域の事例 を 通 じ て ー
田 尻 幸 代
『源氏物語j の研究
一 正篇 に お け る 自 然描写 と 物語展開 の連 関 を め ぐ っ て ー
野 田 容 子
『源氏物語』 の研究
一薫の道心 と そ の深化につ い て ー
渡 辺 さ ゆ り 「宮内庁書陵部蔵文選巻第二院政期点j に つ い て の研究
符 麗 紅 井上紅梅 と 中 国
西 洋 文 化 辻 i事 史 明 On Conversational Implicature · Four Maxims 
( 3 人 ） K .  II . ポベ ド ノ ス ツ ェ フ 評伝
古 巣 美 燐 一 19世紀ロ シ ア のエ リ ー ト 教育 と 保守主義一
荒 井 雅 子
ス ト リ ゴー リ ニ キ異端 について
一 資料再検討の試み ー
［ 教育学研究科 （修士課程 ） ］
専攻 専修 氏 名 論 文 題 目
石 i甫 美緒子 不登校女児への訪問面接 に よ る援助過程の検討
：子国． 寸民£ー． 市 森 尚 子 し つ け と 文化
伊 東 啓 一 現代社会 に お け る 子 ど も の生活構造 と 遊 びの傾向 に 関 す る 一考察
校 校
脊 戸 高 志
カ リ キ ュ ラ ム 評価 に 関 す る 一考察
～ 文部省研究開発学校 を 事例 と し て ～
教 教
谷 川 幸 久 内海俊行の 身体障害者 を 題材に し た 道徳授業実践記録 に 関す る研究
育 育 水 島 直 純 劣等感の変容過程に つ い て の一考察
横 田 淳 一 高校生の学業成績 と MINI- 124 ・ 主要 5 因子性格検査 と の関 係
( 8 人 ） 横 山 洋 子
こ と ばが生 ま れ る 背景 に つ いての研究
一 こ と ばの視点か ら の保育場面の考察ー
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専攻 専修 氏 名
国 磯 部 真 紀
5苦
小 原 清 美
教
教
育 向 出 麻 美
数 杉 山 陽 子
：出子． 
教
育 石 田 隆 美
理 上 回 晃 嗣
科
科
教
育 松 本 蕪
美 中 谷 英 二
術
教
育 横 山 文 樹
保健体育 中 村 一 成
石 井 成 郎
教 技
都f 城 戸 阜 商
事士 杉 本 圭 優
育
出 村 秀 司
岡 本 民 乃
育 家
政 高 田 涼 子
教 中 橋 美 幸
育
( 18 人 ） 山 路 恵 子
［ 経済学研究科 （修士課程 ） ］
専 攻 氏 名
地1或 ・ 経済政策 竹 島 勢都子
( 10 人 ）
北 村 浩 一
小 西 博 幸
富 田 剛 志
森 本 尚 子
洪 明 順
fl/I 運
点主，，.ザー
言命
小学校 に お け る 漢字教育の研究
報
文
中学校 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力の育成
「作品研究j を 生 か し た文学的教材の指導
楕 円 曲 線 を 用 い た素 因数分解 に つ い て
定常 ス ト ー ク ス 問題の有限要素解析 に 関 す る 一考察
身近 な環境を調べる 簡易 な 化学実験法 の 開 発
題
共役ジ ア セチ レ ン 化合物の 合成 と そ の重 合 に 関 す る 研究
ジ ョ ー ジ ・ ナ カ シ マ の造形的特質 と そ の 合理性に つ い て の 考察
実技 ・ 家具制作 ： 木材 を 用 いた造形表現
井波美術協会設立の背景 と 草創期 に活躍 し た作家た ち
実技 ・ 彫刻 ． 人体彫刻 に お け る 内面的感情表現の探求
目
児童の体育学習 に お け る モチベー シ ョ ン と 中距離走の記録向上 に 関 す る 研究
文章作成後に プ ラ ン を 作成 ・ 参照 す る こ と が推敵結 果 に 及 ぼす効果
マ ルチ メ デ ィ ア 時代の映像 リ テ ラ シ ー 育成方法 に 関す る 研究
地域 と 連携 し た学校の情報化に 関 す る 研究
第 399号
小 ・ 中学校での コ ン ピ ュ ー タ 活用 の笑践 と 教職員 聞 の コ ン ピ ュ ー タ の普及 に 関 す る 研究
ビ タ ミ ン を 題材 と し て の 食物教育 に つ い て の一考察
ー ビ タ ミ ン 全般 に つ い て の調査 と ビ タ ミ ン C の測定実験 と か ら ー
家庭科の食物教育 に お け る 食品群の種類の検討
一 小 ・ 中 ・ 高等学校 に お け る 一貫性の 見地か ら ー
脚 部圧迫 に よ る 人体生理 と 圧感覚に 関 す る 研究
大学生 の 食生活 に お け る 問題点の検討
一 食物の摂取状 況 と 噌好の調査 よ り ー
号自ι問 文 題 目
ベ ヴ ァ リ ッ ジ委員 会報告への一考察
規制緩和 ． 地方分権 に よ る 地方経済活性化論
集落営農組織の生産費 に 関 す る 一考 察
養豚法人経営 ネ ッ ト ワ ー ク に 関 す る 実証的研究
水穏種子制度 に 関 す る 一考察
恐慌 と 実質賃金率
中 国 の 産業構造の変革 に お け る 技術導入 に 関 す る 研究
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専 攻 氏 名 自命 文 題 目
頼 哲 勲
国際規格化機構 （ ISO） に お け る ラ イ フ サ イ ク ル ア セ ス メ ン ト （ LCA） に 関す る 一考察 一 日 本 及
び台湾 に お け る 自 動車のLC！の試算 ー
女iJ 志 勇 食品工業郷鎮企業 と 農工関係に関す る 一考察
凌 海 中 国 養老保険制度改革の考察
企 業 経 営 佐 渡 龍 己
テ ロ リ ズ ム に対す る 危機管理の必要性 に 関 す る 研究 ー ギルパー ト 説， 武井説， ミ ト ロ フ ／ ピ ア ソ
ン 説お よ び在ペ ル 一 日 本大使公邸 占拠事件 と の対比を 中 心 に ー
( 7 人 ）
橋 本 陽 子 資金会計 に 関 す る 研究 ー キ ャ ッ シ ユ フ ロ ー 計算書を 中 心 と し て ー
松 倉 美智子 中小企業経営者の対従業員経営姿勢に関す る 一考察
SOH THIAM GIAP マ レ ー シ ア の 日 系 企業進出 と 資本調達状況 に つ い て
陳 志 峰 中 国 固 有企業に お け る 統治 シ ス テ ム の再構築
陳 増 紅 中 国証券市場の形成， 現状 と 課題
各住 航 中 国 合弁企業法の研究
［ 理学研究科 （修士課程 ） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
数 ，－当r・ 浅 野 祐 輔 2 次多項式の複素力学系 と そ の コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス
( 9 人 ）
北 山 幸 子 付値環の研究
高 田 宏 治 化学反応モ デル に お け る 解の分岐現象
回 中 純 子 Geometry on principal Sp( l )-bundles 
中 谷 綾 子 ア フ ァ イ ン鏡映群 と そ の諸性質
新 田 敏 文 代数関数体の種数
森 久 修 鏡映群 と そ の分類
森 本 拓 也 1 次元力学系 と カ オ ス
田 原 学 リ ー マ ン 多様体の接バ ン ド ル上の新 し い構造
物 理 学 石 橋 大 輔 CH ,OD分子の レ ー ザー ・ ラ ジ オ 波二重共鳴分光
( 19 人 ）
一 柳 泰 基 マ イ ク ロ 波分光に よ る ギ酸 メ チ ル分子の研究
上 野 将 貴 DiffS ' /S＇ の 曲率 と 共形量子異常
大 滝 雄一郎 簡単 な 分子の遠赤外 レ ー ザ一 分光
小 倉 卓 メ チ ル ア ル コ ー ル分子の レ ー ザー ・ マ イ ク ロ 波二重共鳴分光
尾 原 隆 正 ニ ュ ー ト リ ノ 反応 で の物 質 と 反物質の非対称性
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専 攻 氏 名
笠 井 隆 志
新 平静 聖 文
杉 浦 品 規
高 木 英 外
寺 山 明 哲
中 村 誠
野 上 幸 子
長 谷川 真 史
細 J l l 蕪
松 原 修 吾
山 岸 側 木
山 本 伸 一
孫 振 東
化 寸ぷム一 上 回 哲 志
(21 人 ）
小 ｝｜ ｜ 巧
小 島 直 人
柿 沼 篤 芝、
嘉 指 博 之
久 野 靖 浩
黒 崎 聖 英
竹 内 亮
長 岡 孝
西 田 和 也
根 建 雅 裕
人 見 高 正
福 田 陽 子
松 井 直 人
水 上 憲 三
品ムザー
論
報
文
ニ ュ ー ト リ ノ 物理 に お け る 新 し い相互作用の効果
題
マ イ ク ロ 波分光に よ る メ タ ノ ー ル分子 （ 1 3CH 30H ） の研究
波長可変 レ ー ザー に よ る 分子 イ オ ン の赤外分光
単結晶CeNi2Sn 2 お よ ぴ、単結晶CeNi 2Al s の極低温諸物性
目
低速引 き 上げ81結晶中grown-in微小欠陥の熱処理挙動・ － 放射光 ト ポ グ ラ フ イ 観察…
ゲー ジ構造 を 持 っ た 高階微分系の正準形式
GaAs結晶 中 のX線 ト ポ グ ラ フ に 見 ら れた転位像の 白黒 コ ン ト ラ ス ト
点、状の磁場 を 持つ非可換ゲー ジ場配位
ニ ュ ー ト リ ノ 振動 に お け る CP対称性の破れ
非可換ゲー ジ場理論の ル ー プ変数 に つ い て
メ タ ノ ー ル分子 （CH30D） の マ イ ク ロ 波分光
液体As-Te混合系の ホ ー ル係数
波長可変 レ ー ザー に よ る メ チ ル ア ル コ ー ル分子の高分解能分光学
固体内 ト リ チ ウ ム 計測法の 開発に関す る 研究
紫外線誘起酸化法に よ る 炭素第一壁材の ト リ チ ウ ム 除染 に 関 す る 研究
非 イ オ ン 界面活性斉lj の イ オ ン 対抽出／吸光光度定量 に関す る 研究
膜捕集 に よ る 水中の微量チ オ カ ー パ メ ー ト 系 農薬 の定量 に 関 す る 研究
固相抽出 に お け る 溶媒の添加効果 に関す る 研究
周 波数応答法に よ る 金属触媒の特性
フ ロ ピ リ ジ ン 誘導体の合成 と 反応性
メ タ ロ ポ ル フ イ リ ン 三量体の合成 と 性質
4 価パ ナ ジ ウ ム 錯体の合成 と 性質
5 価ベ ル オ キ ソ パ ナ ジ ウ ム 錯 体の合成 と 反応性
新規な ク ロ メ ン 骨格 を 有す る Mycochromenic Acidの全合成研究
メ タ ン の二酸化炭素改質触媒 に 関 す る 研究
Pd触媒 を 用 い る 立体選択的 な環化反応の 開 発 と 天然物 合成への応用
3 価パナ ジ ウ ム 錯体の構造 と 性質
水素電池素材の性能改 善 に 関 す る 研究
第 399号
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専 攻 氏 名 論 文 題 目
三 田 真 哉 修飾担持ニ ッ ケ ル触媒に よ る ア セ ト 酢酸 メ チ ルのエナ ン チ オ 面 区 別 水素化 に 関 す る 研究
三 村 由 幸 プ ロ パ ン の ア ン モ酸化触媒に 関 す る 研究
宮 本 和 寿 Heck反応、 を 用 いた ビ タ ミ ン D3類等の合成研究
本 橋 英 一 水素吸蔵合金に よ る メ タ ン 分解特性 に 関す る 研究
森 作 員 子 光透過膜 を 用 い る 陽 イ オ ン 界面活性剤の濃縮／定量 に 関 す る 研究
渡 透 史 子 KDP familyの振動 ス ペ ク ト ル と 相転移
生 物 ザ主£ー． 飯 沼 知 子 シ ダ植物胞子の光発芽制御機構の解析
( 12 人 ）
上 原 千 春 日 本産 オ ト シ プ ミ 科 （ 鞘麹 目 ） の揺鑑形成の寄主植物選好性
内 田 克 哉
ラ ッ ト に お け る 黒色素胞刺 激 ホ ルモ ン の発熱抑制作用
ー イ ン タ ー ロ イ キ ン ー 1 f3 と プロ ス ダ グ ラ ン ジ ン E 2 の関 与 一
倉 橋 章太郎 サ イ ク リ ッ ク ヌ ク レ オ チ ド誘導体に よ る ゾウ リ ム シ繊毛打制御機構の解析
酒 井 紀美栄 パ ラ 科 シ モ ツ ケ ソ ウ 属 の系統学的研究
竹 内 阿lj ウ シ ガエ ル に お け る 心房性ナ ト リ ウ ム 利尿ペ プチ ドの生理的 な ら びに薬理的作用
西 川 暁 マ ツ バ ラ ン （ シ ダ植物 ） の葉緑体ゲ ノ ム の 全備造の解析
林 敏 之 冬眠性晴乳類の精巣 に お け る ゴナ ド ト ロ ピ ン 受容体の解析
氷 見 栄 成 日 本産 ギ シ ギ シ 属 ギ シ ギ シ 亜属 の細胞分類学的研究
藤 田 泰 輔 ゼ ン マ イ 胞子葉緑体 に お け る 24 - KDa蛋 白 の性質
宮 地 加 織 日 本産 カ ワ ト ン ボ属 （均麹亜 日 ， カ ワ ト ン ボ科） の繁殖行動
大 手口 幸 博 ウ ニ卵受精時の細胞内情報伝達の研究
地 球 科 学 作 田 修 平 中 部 日 本北部の泥炭湿原 に お け る 軽質炭化水素の挙動
( 5 人 ）
野 徹 雄 海底地震観測 に よ る 富山 ト ラ フ南部付近の微小地震活動
庚 瀬 一 聖 関東． 東海地方 に お け る 非地震性すべ り と プ レ ー ト 問 カ ッ プ リ ン グ
古 戸 昌 子 酸性雲中 に で き る 雪結品
米 j宰 要 岩石磁気学 か ら み た 落雷現象
［ 工学研究科 （ 博士前期課程 ） ］
専 攻 氏 名 言禽 文 題 目
電 子 情 報 工 学 秋 山 敏 行 論理回路の簡単化 と グ ラ フ ィ ッ ク 表示 プ ロ グ ラ ム の研究
( 54 人 ）
浅 野 崇 Si ( 001） 基板上のMBE成長Si 1 - xGexl'.昆晶層 の表面 ラ フ ネ ス に 関 す る 研究
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専 攻 氏 名 論 文 題 自
安 達 賢 治 結合 5 本線路形方向性結合器の解析
阿 閉 誠 Si (001 ） 基板上のInSb薄膜のヘテ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長
伊 串 彰 i羊 仮想空 間 内 で の運動モ デルの構成
石 田 義 久 Java を 用 いた シ ー ケ ン ス 制御用言語の グ ラ フ イ ツ タ エ デ ィ タ の設計 と 開発
石 渡 高 士 反強誘電性液晶セ ル に お け る 分極反転電荷量 と 中 間調 制 御 に 関 す る 研究
岩 住 圭 一 碍子表面の霧お よ び水滴の電気特性に 関 す る 研究
上 回 総 昭
広帯域分配回路の特性解析
- Balun ー を 有す る 場合
上 野 威 史 伝送線路型平面 ト ラ ン ス の解析
魚 谷 勝 有限要素法 と ス プラ イ ン 平滑化法の併用 に よ る 磁性材特性の推定
上 見 裕 幸 ラ ミ ネ ー ト 法に よ る 有機電界発光素子の電気光学的特性に 関 す る 研究
浦 崎 実 単相交流磁気誘導浮揚形回 転 シ ス テ ム に 関す る 研究
江 田 政 功
Generation of Langmuir Waves from Alfv ’ en Waves by the Plasma Maser in Pair 
Plasmas 
扇 谷 宗 典 英語学習支援 シ ス テ ム に お け る 自 然言語解析 に よ る 質問 自 動作成方式の研究
太 田 聡 日 本語手書 き 署名 の検証方法 に関す る 研究
大 西 貨 根 音節HMM に よ る 連続音声認識 に 関す る 研究
尾 崎 利 宏 コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス にお け る ラ ジ オ シ テ ィ 法 に 関 す る 研究
笠 島 定ヲ雪且之 SrTiOa (001 ） 基板上でのMBE法に よ る B i系 酸化物超伝導体薄膜の作製
樫 尾 哲 久 懸垂碍子の耐電圧化 ・ 耐候性に関す る 基礎実験
加 藤 秀 明 超低照度CCD画像の画質改善 に 関 す る研究
経 塚 正 宏 Si (001 ) 基板上のAlSb を バ ッ フ ァ 一 層 と し たInSb薄膜のヘテ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長
神 田 明 典 2 色配色に お け る 色彩感性空間 の構築
岸 武 史 雷雲か ら の降雪 ・ 降雨の電荷量多地点観測 と 電荷量出現時間 の解析
北 村 聡 宰 2 次元画像か ら の 3 次元物体形状の再構成
倉 谷 和 之 高精度オ プテ イ カ ル フ ロ ー の生成 に 関 す る 研究
小 坂 清 人 ハ イ ブ リ ッ ド型無限要素 を 用 い た電磁界解析
腰 原 健 強誘電位液晶 配向 セ ル に お け る 極性界面 ー 液 晶 分子相互作用 と 分子配向 に 関 す る 研究
黒 田 庄 一 電源電圧値が異 な る 三相 ダ イ オ ー ド整流回路の高調波計算 に 関 す る 研究
斉 藤 誠 数式画像の解析 と 再構成に関す る 研究
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専 攻 氏 名 吾白ふ岡 文 題 目
坂 井 規 裕 結合 6 本線路の伝送理論及 び変成器の解析への応用
阪 本 猛 多足走行 ロ ボ ッ ト の シ ー ケ ン ス 制御
佐 々 木 一 徳 ウ ェ ー プ レ ッ ト に よ る 色彩画像圧縮に 関 す る 研究
白 鳥 和賀 子
Electron Acceleration from Electron-ion Plasma Cloud moving across a Magnetic 
Field 
竹 内 啓 晴 poly-p-pheny lene誘導体のLB膜の構造 と その光学的特性
寺 下 俊 章 自 己整合有機電界発光素子の作製 プ ロ セ ス に 関す る 研究
長 瀬 哲 夫 ウ ェ ー ヴ レ ッ ト に よ る 音声解析の有効性の検討
長 森 克 彦 ラ ッ ト 弓状核ニ ュ ー ロ ン 活動に対す る レ プチ ン 及 びNPYの作用
西 村 充 冬季雷の音響的研究
橋 本 卓 明 結 合 8 本線路型方向性結合器の解析
林 太 代 MBE成長SiGeヘテ ロ 接合量子井戸構造の形成 と そ の 2 次元電子の電気的特性
細 川 秀 一 有 限要素 は り モ デル に よ る マ ス ク パ タ ー ン の熱変形解析
前 田 一 生 Si (001 ) 基板上でのSrOバ ッ フ ァ 一 層 を 用 い たSrTiO ，薄膜のMBE成長 と そ の誘電特性
松 井 孝 宏 期待正解率 を 用 い た 二段階識別器の効率的設計に関す る 研究
松 下 靖 征 カ ラ ー 文書画像の領域分割 に 関 す る 研究
松 田 正 樹 雷雲の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実験
三 品 文 彦 時系列予iftlj の た め の ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク 構成 に 関 す る 研究
南 隆 夫 変成比 1 : 2 及 び 1 : - 2 の結合 3 本線路形変成器の解析
山 口 一太郎 レ ー ザ一光を 用 い た組織血流量計iQIJ に 関す る 基礎的検討
脇 大 悟 デ ィ ジ タ ル フ ィ ル タ に よ る 生体信号雑音除去に 関 す る 研究
LIM KIAN KIM GaAs ( l l l )  A基板及びDiamond薄膜 と Gasの界面形成 に 関す る 研究
女リ 紅 烹 ア ン バ ラ ン ス 状態の三相サ イ リ ス タ 整流回路の高調波計算 に 関す る 研究
MUHAMMAD 
Estimate of  WindSpeed Distribution Considering Topography by Using FEM 
YUSUF EFENDI 
梶 村 好 宏 Generation of  magnetic fields and fast particles during collision of plasma clouds 
機 械 シ ス テ ム 足 立 晃 一 超硬合金の微小疲労 き 裂進展 に 及 ぼす応力比並びに温度の影響
工 学
( 3 2 人） 石 津 稔 之 ワ イ ヤ 放電加工の仕上加工の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
上 野 道 雄 高速応答油圧比例弁に お け る ス プー ル位置の精密制御の研究
加 藤 俊 和 実験モ ー ダル解析に よ る ア ル ミ 異形構造材の ね じ り 耐性評価
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金 谷 圭 悟 長期間使用耐熱銅の 高温低サ イ ク ル疲労強度特性お よ び ク リ ー プ余寿命評価技術の確立に関する研究
査 野 敬 i羊 TiCNサー メ ッ ト と 鋳鉄 と の摺動摩耗特性
河 合 保 ワ イ ヤ放電加工の加工精度に関す る 研究
栗 原 晋 典 油圧駆動四足歩行機械の試作 と そ の特性
小 林 敏 昭 自 励 オ ン オ フ 駆動制御 さ れ る 微小精密加工機の加工動作
小 林 寛 繰返 し加熱冷却に よ る 回転 ロ ー ル表面 き 裂の疲労進展特性
柴 田 豊 広 非定常熱線法に よ る 磁性流体の熱伝導率に 関 す る 研究
i雄 弁 将 興 ル ー プ型複合だ円振動子に よ る フ レ キ シ ブル フ ィ ー ダの研究
島 田 i羊 ー 熱 プ ラ ズマの熱流動特性の計測 と 数値解析 に よ る 考 察
菅 原 高強度2024Al-Fe-Ni系粉末合金の高速超塑性加工
多 賀 隆 介 大型加熱函の噴霧冷却 に 関 す る 研究
田 中 孝 寛 ジ ル コ ニ ア セ ラ ミ y ク ス の ク リ ー プ フ ィ ー ド研削 に よ る 仕上げ面性状 と 残留応力 に 関 す る 研究
田 中 尚 樹 ；焼結高速度鋼の疲労強度特性に 及 ぼす複合表面改質の影響
中 嶋 誠 世 自 己拡散に 関 す る 分子動力学的研究
中 山 豊 伝熱促進体周 り の 固 ・ i夜相変化に伴 う 自 然対流及 び伝熱過程 に 関 す る 解析的研究
野 村 幸 司 硬脆材料の繰 り 返 し 熱衝撃下の き 裂進展特性 と 熱衝撃シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
庚 島 山 治 H”制御理論 を 用 いた微小衝撃加工機械の動作制御
藤 本 毅 高温顕熱蓄熱装置の伝熱特性に 関 す る 基礎研究
牧 野 勝 彦 被覆層 の評価 に 関 す る 基礎 的研究
丸 山 弘 晃 ピ レ ッ ト 拡大押出 し 法 に お け る メ タ ル フ ロ 一挙動
水 島 直 大 Ti-6Al-4V合金の高温低サ イ ク ル疲労 に 及ぼす微視組織お よ び負荷 ひずみ波形の影響
宮 本 玲 電極反応 に よ る 対流熱伝達 ア ナ ロ ジ に 関 す る 研究
茂 島 博 司 複合表面改質処理 を 施 し た 高硬度鋼SKD61の腐食疲労強度特性
山 崎 俊 和 6063合金押出 し材の表面性状に 及 ぼす ピ レ ッ ト 熱処理条件の影響
山 本 哲 也 TV ス ペ ッ ク ル干渉法に よ る 面 内 変形の測定
吉 田 博 一 転が り すべ り 接触に よ る ト ラ イ ポ ロ ジ ー 損傷生成機構の解析
周 勉 摩擦熱 を 伴 う 転が り 接触に よ る 表面下内部平面 き 裂の疲労進展特性
重 天 宋 管群型潜熱蓄熱槽の凝固 ・ 融解特性 に 関 す る 研究
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物 質 工 学 大 杉 豊 乱流促進体を 用 い た 伝熱促進のK 一 ε モ デル に よ る 数値解析
( 33 人 ）
太 田 亜 紀 AFMに よ る Fe- W合金析 出 に 関 す る 研究
北 村 一 郎 C/Wお よ び℃／Mo共存系 に お け る 国体物理化学
北 村 康 幸 H 2SO,-NaCl水溶液 に お け る SUS304鋼の応力腐食害ljれ環境中 の 溶解挙動
喜 多 克 仁 2 層系二重拡散対流 に お け る 層 間物 質移動機構
鬼 頭 秀 明 金属開化合物電極の電気化学的性質の解明 に 関 す る 基礎 的研究
木 下 勝 弘 断熱鋳型鋳造法 に よ り 作製 し た ア ル ミ ニ ウ ム 合金の引張特性
小 鳥 隆 弘
Ti02 の光触媒反応 を 利 用 し た鉱業廃液処理
ー セ レ ン 酸及 び亜セ レ ン 酸 イ オ ン の還元回収一
坂 本 緩 1 '  1 ー ポ リ メ チ レ ン ー l H ー ア ズ レ ニ ウ ム イ オ ン の 合成
桜 谷 賢 Fe-36%Ni合金の粒界選択酸化に及ぼす引張応力 の影響
篠 田 佳 和 粉粒体のtapping充填特性に及 ぼす粒子形状の影響
渋 回 知 畠 Sn, Inお よ びGa に よ る Al材の耐食性の劣化特性の解明 に 関す る 研究
清 水 産 樹 微細粒子群の湿式形状分離装置の開 発 と 分離特性 に 関す る 基礎的研究
高 橋 桂 液 中 造粒 に お け る 平衡造粒粒子径の検討
回 中 巌 ね じ り 戻 し加工に よ る 棒状 ア ル ミ ニ ウ ム の原形回復現象 と ミ ク ロ 組織
鶴来谷 禅 Zr2 (Co 1 -xNix ） お よ び （Zr2-xHfx ) 2 Coの超伝導
戸 田 秀 和 Incoloy 909系耐熱合金の時効 に 伴 う y 相， ε 相お よ び マ 相の析出
． 
中 川 岡｜！ 懸濁液滴の固体面への付着 に 及 ぼす界面物性の影響
西 井 聡 司 カ テ ナ セ ン （仮称） を 指向 し た フ ェ ナ ン ト ロ リ ン 誘導体の合成研究
西 村 嘉 明 Li , . , Ti 2  , 0 ， お よ び、GdBa, ( Cu , ,M, ) , Q , _ , ( M = Fe,Zn） の超伝導
早 川 敦 史 半凝固お よ び半溶融加工法 に よ る ア ル ミ ニ ウ ム 合金の組織制御
林 博 雅 ア ル ミ ニ ウ ム に富むAl-Ti系合金粉末の通電パルス焼結 と 焼結体の性質
平 野 守 通 Al-L1系合金T 3 材の二段時効硬化
星 英 司 ア ル カ リ 性シ ア ン 浴 か ら の 金 一銀合金め っ き に 関 す る 研究
堀 口 英 将 共役系構築 を 指 向 し た新規ア セ チ レ ン 化合物の合成研究
柾 善 三 ト リ シ ク ロ ［ 5 .3 . 1 . 0 ］ ウ ン デカ ン 骨格の転位及 び環解裂反応
前 田 知 子 過飽和溶液中 での結晶成長 に 伴 う 二重拡散対流の数値解析
向 陽 一 箆体内 自 然空冷 シ ス テ ム の熱設計に関す る 研究
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森 貞 貴 秀 デ ン プ ン の重水素化 に 関 す る 研究
八 木 雅 彦 砂層 の乾燥 に お け る 各種溶媒の乾燥特性推算法
柳 田 理 治 ボ レ ピ ン 骨格 を 有す る ホ ウ 索 カ チ オ ン 錯体の合成研究
吉 田 勲 生 fl�飾電極に よ る α ー ア セ ト ア ミ ド桂皮酸の不斉水素化
左 勝 利 架橋 ア ヌ レ ノ ア ヌ レ ン 類の 合成の試み
化 学 生 物 工 学 相 i宰 重 信 外部循環式エ ア リ フ ト リ ア ク タ ー の液循環特性
(24人）
和 泉 清 明 Pd錯体触媒 を 用 い た重縮合反応、 に よ る 新規ポ リ ア ミ ン 及 びポ リ ホ ス フ イ ン の合成
井 出 誠
V ibrational Spectroscopic Study on the Structure of Water in Aqueous Polymer 
Systems 
今 康 敏 貨 新規主鎖型高分子色素の 合成 と そ の物性
加 藤 裕 史 ヒ ト 14番染色体32領域の ゲ ノ ム 解析 と 疾患関連遺伝子の探索
坂 野 達 章 ジ ア ルデ ヒ ド と ジ ア ミ ン の還元重縮合に よ る ポ リ ア ミ ン の合成
高 井 徳 康 ビ ー ズ ミ ル細胞破砕に お け る 酵素の放出過程
高 岡 政 史 ポ リ ア ク リ ル酸 ナ ト リ ウ ム ゲルに よ る 金属 イ オ ン の吸着特性
高 松 雅 志 Kenics静止型混合器 に よ る 低粘度泊 中水滴型エマ ル シ ョ ン 生成 と そ の乳化特性
田 坂 哲 也 バ ク テ リ ア に よ る 9 ー フ ル オ レ ノ ー ル， 9 － フ ル オ レ ノ ン 類の酸化 と 還元
田 中 英 夫 線形粘弾性理論に基づ く 米粒内 の乾燥応力 の解析
伴 野 学 史 ス ル フ ェ ン 酸上の置換反応 に対す る 速度論的研究お よ び中 間 体モデル化合物の合成
中 坪 裕 子 槌物の組織培養時にお け る 電界効果
中 西 教
Studies on the Syntheses of Substituted Thianthrene Derivatives and the Effect of  
the Substituents toward Several Reactions on the Sulfur Atom . 
永 野 良 純 Schizosaccharomyces pombe の形質転換に対する 高効率な酢酸 リ チ ウ ム 法の開発
長 屋 隆 志 高 分子電解質ゲルの解離平衡お よ びタ ン パ ク 質吸着特性
永 谷 幸 善 白 色腐朽菌 Coriolus versicolorに よ る ポ リ ク ロ ロ フ ェ ノ ー ル類の生分解 に 関す る 研究
野 田 徹 核酸の統計的性質 と p 53 を 例 に と っ た そ の制御機構
1兵 多 広 輝 チ ア ザ イ ン を 用 い た新規イ ミ ノ ス ルホ ニ ウ ム 塩類の化学
平 野 富 也 α ア ミ ラ ー ゼ阻害斉iJTendamistatの阻害部位 を 含 む環状ペ プチ ドの合成 と 構造活性相関
尾 藤 貴 郎 二酸化チ タ ン 光触媒反応 を 用 いた含金属 － E D T A 錯体廃液の処理
船 藤 達 夫 シ ア ナ ミ ド類のHPLC を 用 い た分離 ・ 定量 に 関す る 分析化学的研究
村 田 智 也 荷電表面近傍 に お け る 同符号荷電微粒子の濃縮現象 に 関 す る 研究
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氏
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渡 辺 誠 克 I The promoter/repressor system of Lactobacillus phage ¢ gle 
［ 工学研究科 （博士後期課程） ］
専 攻 氏 名 吾目品岡 文 題 目
シ ス テ ム 生 産 賂 川 繁 ス ペ ク ト ル解析を 用 い た セ ル オ ー ト マ ト ン の振舞い に 関 す る研究
工 学
( 3 人 ） 陳 東 ピ ン フ ィ ン 付縦型伝熱面 に よ る 水の凝固 ・ 融解 に 関す る 研究
李 英 丹 広帯域平衡 ・ 不平衡変成器の 分布定数回路理論的解析
物 質 生 産 工 学 大 窪 栄 範
Syntheses and Reactivities of Some Specific SN Compounds-an N-Nitrosulfilimine 
( 6 人）
and S-Alkoxy- and S-Sulfilim inothiazynes司
谷 畑 弘 之 Al-Mg-Si系合金に お け る 鉄系金属 関化合物 に 関 す る研究
藤 城 敏 史 銀 ー 銅系導電塗料のマ イ グ レ ー シ ョ ン に 関 す る 研究
森 雅 之 Si (001 ） 面上でのGeバ ッ フ ァ 一 層 を 介 し た InSb薄膜のヘテ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成 長 に 関 す る 研究
察 套 千 Development and Application of  Gas and Odor Sensor Systems 
李 冬 梅 Si (001 ） 面上でのInSb薄膜の成長 に関す る 研究
印 刷 所
富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山市住吉町 1 丁 目 5 - 18
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 (1勺
編 集
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